
「認証基準」、「取組事例」、「出前説明会」など 詳細は

認証取得後8トン以上のトラックで3.4％の燃費向上、車両故障件数16.5％減少。
交通事故発生件数24.2％減少など（グリーン経営認証取得による効果・平成27年版より）環境改善にとどまらない効果。

東京都千代田区五番町10番地五番町KUビル3階〒102-0076

http://www.ecomo.or.jp
☎03-3221-7636

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

荷主企業や元請物流事業者が、協力会社向けに開催
する社内講習会等に当財団の担当者が出向き、グリー
ン経営について説明する取組です。

講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。
既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。

https://www.green-m.jp/https://www.green-m.jp/グリーン経営専用ホームページグリーン経営専用ホームページ
「出前説明会」受付中！

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

で 検 索グリーン経営

日　時 場　所 主催 問合せ先対象業種

1月16日（火）

トラック

倉庫
港湾運送
旅客船
内航海運

中国運輸局
エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636

1月16日（火）

中国運輸局 ５階会議室
広島県広島市中区上八丁堀6-30
合同庁舎４号館

13時30分～16時30分

9時30分～12時00分

昭和35年11月28日第3種郵便物認可 第2098号平成29年（2017年）

発行所公益社団法人

※紙面に関する問い合わせは広報室まで

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番5
全日本トラック総合会館
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☎（03）3354-1029（総務部広報室）
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（会員の購読料は会費に含みます）

12月20日号

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
ここまで来た天然ガストラック新時代【行政にとっての天然ガス自動車導入について】…２面
／トラック運送事業者のための経営のヒント【大型・中型車にもオートマチック限定を】…３
面／食の新旧街道を行く【滋味のふるさと⑧椎茸は干してこその美味】…７面

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,456 101.6%

一　般 ― 102.7%
宅配便（千個） 332,762 110.7%

輸送統計
平成29年9月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 普通・準中型・中型 計
141

（＋9）
108

（＋8）
249

（＋17）

交通事故死者数（人）
11月30日現在 12月18日現在

3,312
（−172）

3,516
（−203）

全国の死亡
事故件数

3,252
（−129）

平成29年11月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

12/15〜H30.1/14  6211
H30.1/15〜2/14  9797

２・３
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

4・5
�＜年表＞トラック�この1年（回顧）
・�全日本トラック協会の主な活動
・�運輸関係行政等の主な動向

６ ・��交通事故防止！！
わが社の取り組み

�　��川端運輸㈱（奈良県大和郡山市）

同社は、Gマーク事業所として
平成28年度「近畿運輸局長表彰」を受けている

８ ・全国トラック協会長会議
・全ト協女性部会発足

７ ・平成30年度
税制改正の要望と結果

　

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
事
業
関
連

で
は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
が
要
望
し
て
い
た
﹁
自
動

車
重
量
税
・
自
動
車
取
得
税

に
お
け
る
Ａ
Ｓ
Ｖ
（
先
進
安

全
自
動
車
）
特
例
措
置
の
延

長
・
拡
充
﹂
に
関
し
て
︑
適

用
対
象
と
な
る
装
置
と
し

て
︑
車
両
安
定
性
制
御
装
置

と
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御

装
置
の
ほ
か
に
﹁
車
線
逸
脱

警
報
装
置
﹂
が
新
た
に
追
加

さ
れ
た
︒
ま
た
︑
適
用
要
件

等
の
見
直
し
・
拡
充
が
図
ら

れ
︑
車
両
安
定
性
制
御
装
置

・
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御

装
置
・
車
線
逸
脱
警
報
装
置

の
う
ち
２
つ
以
上
装
着
し
た

車
両
総
重
量
３
・
５
㌧
超
８

㌧
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
で
は
︑

平
成
30
年
５
月
１
日
～
31
年

10
月
31
日
の
間
の
自
動
車
重

量
税
が
75
％
軽
減
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
ほ
か
︑
同
条
件
の

８
㌧
超
20
㌧
以
下
の
ト
ラ
ッ

ク
で
は
30
年
５
月
１
日
～
10

し
た
︒
そ
し
て
︑﹁
現
在
︑

地
方
の
生
の
声
を
聞
く
た
め

に
︑
全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
の
ト
ラ

ッ
ク
協
会
を
回
り
︑
意
見
交

換
会
を
行
っ
て
い
る
︒
様
々

な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
は
︑
業
界
が
一
枚

岩
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
必
要
﹂
と
︑
出
席

し
た
理
事
ら
に
対
し
て
協
力

を
強
く
呼
び
か
け
た
︒

　

30
年
度
事
業
計
画
骨
子
の

内
容
は
図
の
通
り
︒
最
重
点

施
策
と
し
て
︑﹁
長
時
間
労

働
是
正
を
図
る
た
め
︑
生
産

性
の
向
上
や
取
引
環
境
の
改

善
等
﹃
働
き
方
改
革
﹄
の
実

現
に
向
け
た
対
策
の
推
進
﹂

　

理
事
会
で
は
ま
ず
坂
本
克

己
会
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
︑

﹁
運
賃
・
料
金
問
題
と
と
も

に
︑
今
後
は
業
界
へ
の
新
規

参
入
へ
の
障
壁
を
高
く
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
︒
全
て
の

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
者
が
公
正

に
競
争
し
て
い
く
こ
と
の
で

き
る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
る
﹂
と
指
摘
︒
ま
た
︑﹁
与

党
の
ト
ラ
ッ
ク
議
員
連
盟
等

に
対
し
︑
高
速
道
路
料
金
の

大
口
・
多
頻
度
割
引
最
大
50

％
の
継
続
や
︑
高
速
道
路
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
推
進

な
ど
に
つ
い
て
強
力
に
要
望

を
行
っ
た
﹂
と
︑
平
成
30
年

度
税
制
改
正
大
綱
に
向
け
た

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
と
し
て

の
要
望
活
動
に
つ
い
て
言
及

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
国
土
交
通
省
自
動
車
局

長
か
ら
の
通
達
﹁
降
積
雪
期

に
お
け
る
輸
送
の
安
全
確
保

の
徹
底
に
つ
い
て
﹂
を
受
け
︑

会
員
事
業
者
に
対
し
て
雪
道

対
策
の
徹
底
を
呼
び
か
け
て

い
る
︒

　

ま
ず
︑
気
象
情
報
や
道
路

に
お
け
る
降
雪
状
況
等
を
適

時
に
把
握
す
る
よ
う
に
す
る

ほ
か
︑以
下
の
対
策
を
講
じ
︑

輸
送
の
安
全
確
保
に
万
全
を

期
す
こ
と
を
求
め
て
い
る
︒

　

①
積
雪
・
凍
結
等
の
気
象

お
よ
び
道
路
状
況
に
よ
り
︑

早
期
に
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ

ヤ
お
よ
び
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン

を
装
着
す
る
よ
う
徹
底
を
図

る
︒
な
お
︑
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
へ
交
換
す
る
際
は
︑

ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
の
誤
組

防
止
︑
締
付
ト
ル
ク
の
管
理

を
確
実
に
行
う
︒

　

②
点
呼
時
等
に
お
い
て
︑

運
行
経
路
の
道
路
情
報
︑
道

路
規
制
情
報
︑
気
象
情
報
に

基
づ
き
︑
乗
務
員
に
適
切
な

指
示
を
行
う
︒

　

③
積
雪
・
凍
結
時
に
お
け

る
要
注
意
箇
所
の
把
握
に
努

め
る
︒

　

④
気
象
状
況
が
急
変
し
︑

安
全
運
行
が
確
保
で
き
な
い

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
︑
運

行
計
画
の
変
更
等
の
適
切
な

措
置
を
講
ず
る
︒

　

⑤
乗
務
員
に
対
し
て
︑
ス

リ
ッ
プ
の
要
因
と
な
る
急
発

進
︑
急
加
速
︑
急
制
動
︑
急

ハ
ン
ド
ル
を
行
わ
な
い
よ
う

指
導
す
る
と
と
も
に
︑
道
路

状
況
︑
気
象
状
況
に
応
じ
た

安
全
速
度
の
遵
守
︑
車
間
距

離
の
確
保
に
つ
い
て
指
導
を

徹
底
す
る
︒

月
31
日
の
間
の
自
動
車
重
量

税
が
75
％
軽
減
さ
れ
る
（
詳

細
７
面
）︒

図  平成 30 年度事業計画骨子
○最重点施策
①�長時間労働是正を図るため、生産性の向上や取引環境
の改善等「働き方改革」の実現に向けた対策の推進
②�標準貨物自動車運送約款の明確化等を踏まえた適正な
運賃・料金収受の推進
③人材確保対策の推進
④交通及び労災事故の防止の徹底
⑤�高速道路通行料金の大口・多頻度割引最大 50％の継
続�・�割引制度の充実及び高速道路の積極的な活用に
向けた諸対策の実現
⑥参入基準の厳格化等規制緩和の見直しの促進
⑦新技術を活用した物流の効率化等の推進

○重点施策
①自動車関係諸税の簡素化・軽減の実現
②燃料費対策等の推進
③環境・省エネ対策の推進
④適正化事業等の推進による法令遵守の徹底
⑤大規模災害発生時における緊急輸送体制の確立

※下線部は新規項目

が
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
た
ほ

か
︑
標
準
貨
物
自
動
車
運
送

約
款
の
明
確
化
な
ど
を
踏
ま

え
︑
適
正
な
運
賃
・
料
金
収

受
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
こ

と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
︒

ま
た
︑
交
通
事
故
防
止
に
関

し
て
は
︑
今
年
９
月
に
﹁
ト

ラ
ッ
ク
事
業
に
お
け
る
総
合

安
全
プ
ラ
ン
２
０
２
０
﹂
が

策
定
さ
れ
︑
交
通
事
故
防
止

対
策
の
一
層
の
強
化
を
図
っ
て

い
く
た
め
に
︑﹁
交
通
及
び

労
災
事
故
の
防
止
の
徹
底
﹂

と
強
い
表
現
に
改
め
ら
れ
た
︒

　

そ
の
他
の
議
題
と
し
て
︑

①
会
員
の
入
退
会
︑
②
平
成

29
年
度
優
秀
運
転
者
顕
章
候

補
者
︑
③
平
成
30
年
度
主
要

会
議
・
行
事
開
催
日
程
︱
︱

等
が
審
議
さ
れ
︑
承
認
さ
れ

た
︒
ま
た
︑
来
年
２
月
17
日

に
全
ト
協
創
立
70
周
年
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
︑
記
念
式
典

を
５
月
14
日
㈪
に
東
京
・
千

代
田
区
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東

京
で
開
催
す
る
こ
と
も
承
認

さ
れ
た
︒

　

な
お
︑
理
事
会
終
了
後
に

は
全
国
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
会

議
が
開
催
さ
れ
︑
佐
次
田
朗

沖
縄
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長

に
よ
る
講
演
﹁
沖
縄
の
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
の
今
昔
﹂
が
行

わ
れ
た
（
詳
細
８
面
）︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
12
月
７
日
︑

東
京
都
港
区
の
第
一
ホ
テ
ル
東
京
で
第
１

７
３
回
理
事
会
を
開
催
︒
平
成
30
年
度
事

業
計
画
骨
子
案
な
ど
に
つ
い
て
審
議
を
行

い
︑
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
︒

　

事
業
骨
子
で
は
︑
最
重
点
施
策
と
し
て

﹁
働
き
方
改
革
﹂
の
実
現
に
向
け
た
対
策

の
推
進
を
新
た
に
盛
り
込
ん
だ
ほ
か
︑
11

月
４
日
に
施
行
さ
れ
た
標
準
貨
物
自
動
車

運
送
約
款
の
明
確
化
等
を
踏
ま
え
た
適
正

な
運
賃
・
料
金
収
受
の
推
進
や
︑
交
通
お

よ
び
労
災
事
故
の
防
止
の
徹
底
︑
さ
ら
に

高
速
道
路
の
積
極
的
な
活
用
に
向
け
た
諸

対
策
の
実
現
な
ど
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

が
今
後
健
全
な
発
展
を
遂
げ
て
い
く
た
め

に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
内
容
と
な

っ
て
い
る
︒

　

政
府
は
12
月
８
日
︑
新
し

い
経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

閣
議
決
定
し
た
︒
こ
の
う
ち

運
輸
分
野
で
は
︑
自
動
車
運

送
事
業
者
に
対
す
る
高
速
道

路
料
金
大
口
・
多
頻
度
割
引

の
拡
充
を
継
続
す
る
こ
と
の

ほ
か
︑
ト
ラ
ッ
ク
予
約
受
付

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

全
会
員
に
対
し
て
︑﹁
交
通

事
故
防
止
対
策
の
徹
底
に
つ

い
て
﹂
緊
急
に
呼
び
か
け
て

い
る
︒
11
月
28
日
に
は
︑
千

原
武
美
副

会
長
（
交

通
対
策
委

員
長
）
名

で
︑﹁﹃
絶

対
に
事
故

を
起
こ
さ
な
い
﹄
と
い
う
気

概
と
信
念
を
も
っ
て
安
全
運

行
に
徹
す
る
こ
と
﹂
な
ど
︑

交
通
・
労
働
災
害
事
故
防
止

対
策
の
徹
底
を
求
め
る
﹁
交

通
事
故
防
止
へ
の
取
り
組
み

シ
ス
テ
ム
の
導
入
促
進
な
ど

を
通
じ
︑
荷
待
ち
・
荷
役
時

間
を
削
減
す
る
こ
と
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
た
︒
年
末
に
向

け
て
︑
追
加
的
財
政
需
要
に

対
処
す
る
た
め
︑
平
成
29
年

度
補
正
予
算
を
編
成
す
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
の
運
賃
と

に
対
す
る
緊
急
要
請
﹂
を
行

っ
た
（
既
報
）︒

　

こ
れ
は
︑
警
察
庁
発
表
の

10
月
末
現
在
の
事
業
用
ト
ラ

ッ
ク
が
第
１
当
事
者
と
な
る

死
亡
事
故
件
数
が
︑
前
年
同

期
比
で
４
件
増
加
の
２
１
４

件
と
な
り
︑
平
成
28
年
１
月

か
ら
続
い
て
い
た
減
少
傾
向

が
止
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
た

も
の
で
︑
年
末
年
始
の
繁
忙

料
金
の
区
別
を
明
確
化
す
る

た
め
に
改
正
し
た
﹁
標
準
貨

物
自
動
車
運
送
約
款
﹂
を
荷

主
や
運
送
事
業
者
に
対
し
て

周
知
徹
底
す
る
ほ
か
︑
ト
ラ

ッ
ク
︑
バ
ス
︑
タ
ク
シ
ー
の

働
き
方
改
革
と
生
産
性
向
上

を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
の

方
策
を
来
年
春
頃
ま
で
に
策

定
・
公
表
す
る
と
し
て
い
る
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
自
動
走
行
に

つ
い
て
は
︑
無
人
自
動
走
行

に
よ
る
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
２

０
２
０
年
に
実
現
す
る
こ
と
︑

高
速
道
路
で
の
ト
ラ
ッ
ク
隊

列
走
行
を
早
け
れ
ば
２
０
２

２
年
に
商
業
化
す
る
こ
と
を

目
指
し
︑
公
道
実
証
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
実
施
︑
実
証
の
成

果
・
デ
ー
タ
の
関
係
者
間
で

の
共
有
︑
必
要
な
制
度
・
イ

ン
フ
ラ
整
備
等
を
計
画
的
に

行
う
と
し
た
︒

期
に
向
け
て
︑
一
層
の
事
故

防
止
対
策
を
呼
び
か
け
た
要

請
文
書
は
︑﹃
広
報
と
ら
っ

く
﹄
に
同
封
し
て
全
会
員
に

配
布
し
た
︒

　

ま
た
︑
11

月
末
現
在
の

同
デ
ー
タ
で

は
︑
前
年
同

月
比
で
17
件

増
加
と
緊
急

事
態
に
あ
る
こ
と
か
ら
︑
輸

送
需
要
が
活
発
化
す
る
年
末

を
前
に
︑
会
員
事
業
者
に
対

し
て
事
故
防
止
対
策
の
さ
ら

な
る
徹
底
を
呼
び
か
け
て
い

る
︒

全
ト
協

降雪状況の適時把握など呼びかけ

降積雪期の安全確保徹底を

平
成
29
年
度
補
正
予
算
に
反
映

高速道路料金

死
亡
事
故
が
急
増

年
末
に
向
け
緊
急
事
態

全ト協

全ト協

大
口
・
多
頻
度
割
引
拡
充
を
継
続

政
府
が
経
済
政
策
決
定

車
線
逸
脱
警
報
装
置
が
新
た
に

Ａ
Ｓ
Ｖ
特
例
措
置
の
対
象
に

　自由民主党と公明党は12
月14日、平成 30（２０１８）
年度税制改正大綱を決定し
た。

平
成
30
年
度
税
制
改
正
大
綱
を
決
定

自民党・公明党

第173回理事会であいさつする坂本克己会長（12月7日、東京・第一ホテル東京）

「働き方改革」実現対策を一層強化
第173回理事会　平成30年度事業計画骨子を承認

「
適
正
な
運
賃
・
料
金
収
受
の
推
進
」

「
交
通
・
労
災
事
故
防
止
徹
底
」
盛
り
込
む
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2017.12.1—
12.20

時

こ
こ
ま
で
来
た

新
代

天天
然然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

▽�

公
用
車
に
次
世
代
自
動
車
を

率
先
し
て
導
入

　

自
動
車
に
よ
る
環
境
負
荷
を

減
ら
す
た
め
に
︑
神
戸
市
で
は

公
用
車
に
次
世
代
自
動
車
を
積

極
的
に
導
入
し
て
い
ま
す
︒

　

次
世
代
自
動
車
は
︑
窒
素
酸

化
物
や
粒
子
状
物
質
な
ど
の
大

気
汚
染
物
質
や
︑
温
暖
化
の
原

因
に
な
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出

が
よ
り
少
な
い
環
境
に
や
さ
し
い

自
動
車
で
︑天
然
ガ
ス（
Ｃ
Ｎ
Ｇ
）

自
動
車
︑
電
気
自
動
車
︑
燃
料

電
池
自
動
車
︑
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自

動
車
︑
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
自
動
車
︑
ク
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ゼ

ル
自
動
車
が
あ
り
ま
す
︒

　

天
然
ガ
ス
自
動
車
に
つ
い
て

は
︑
平
成
28
年
度
末
で
32
台
を

所
有
し
て
い
ま
す
︒
職
員
の
移
動

用
は
も
ち
ろ
ん
︑
市
バ
ス
︑
大

気
観
測
︑施
設
維
持
管
理
作
業
︑

ご
み
収
集
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
用
途

に
利
用
し
て
い
ま
す
︒

▽�

大
気
観
測
車
「
尊
護
空
」

　

市
内
各
所
の
大
気
観
測
を
行

う
移
動
式
観
測
車
に
も
利
用
し

て
お
り
︑
各
種
の
測
定
装
置
と

記
録
計
を
搭
載
し
て
い
ま
す
︒

﹁
尊
護
空
（
そ
ん
ご
く
う
）﹂
は

普
通
ト
ラ
ッ
ク
を
ベ
ー
ス
と
し
た

天
然
ガ
ス
自
動
車
で
す
︒
観
測

以
外
に
も
︑
小
学
校
で
の
環
境

学
習
な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
︒

▽�

「
こ
う
べ
バ
イ
オ
ガ
ス
」の
活
用

　

神
戸
市
東
灘
下
水
処
理
場
で

は
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
有
効

活
用
を
図
る
た
め
に
︑
下
水
の

処
理
過
程
で
発
生
す

る
ガ
ス
（
消
化
ガ
ス
）

を
精
製
し
た
﹁
こ
う
べ

バ
イ
オ
ガ
ス
﹂
を
︑

天
然
ガ
ス
自
動
車
の

燃
料
と
し
て
供
給
す

る
事
業
を
20
年
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
︒
処
理

場
に
併
設
し
た
﹁
こ

う
べ
バ
イ
オ
ガ
ス
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
﹂（
写
真
）は
︑

市
バ
ス
や
公
用
車
を

は
じ
め
︑
一
般
の
皆
様

に
も
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す（
事
前
登
録
が
必
要
）︒

▽�

天
然
ガ
ス
自
動
車
の
特
性
に
合

わ
せ
て

　

東
灘
下
水
処
理
場
で
は
︑
下

水
管
渠
（
か
ん
き
ょ
）
維
持
管

理
作
業
に
も
天
然
ガ
ス
自
動
車

が
活
躍
し
て
い
ま
す
︒
所
管
地

域
に
は
狭
い
道
が
多
い
た
め
︑
主

に
軽
自
動
車
に
機
材
を
積
ん
で

利
用
し
て
い
ま
す
︒
坂
道
も
多
い

地
域
の
た
め
︑
傾
斜
の
緩
や
か

な
道
を
選
ぶ
な
ど
し
な
が
ら
︑

日
々
の
業
務
に
天
然
ガ
ス
自
動

車
を
利
用
し
て
い
ま
す
︒

　

市
バ
ス
も
11
台
が
天
然
ガ
ス

自
動
車
で
︑
充
填
ス
タ
ン
ド
の
多

い
市
内
東
部
の
路
線
を
運
行
し

て
い
ま
す
︒

　

神
戸
市
は
面
積
が
広
く
︑
市

の
中
心
部
に
標
高
９
０
０
㍍
を
超

え
る
六
甲
山
系
が
あ
り
︑
坂
道

も
多
く
充
填
ス
タ
ン
ド
も
限
ら

れ
て
い
る
た
め
︑
天
然
ガ
ス
自
動

車
に
は
必
ず
し
も
有
利
な
条
件

と
は
い
え
ま
せ
ん
︒
し
か
し
利
用

方
法
を
工
夫
し
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利

用
と
大
気
汚
染
物
質
・
二
酸
化

炭
素
の
排
出
抑
制
を
図
っ
て
い
ま

す
︒

▽�

「
神
戸
市
次
世
代
自
動
車
普
及

促
進
補
助
制
度
」
の
ご
案
内

　

ま
た
︑
次
世
代
自
動
車
の
普

及
を
促
進
す
る
た
め
に
︑﹁
神
戸

市
次
世
代
自
動
車
普
及
促
進
補

助
制
度
﹂
を
市
内
の
事
業
者
向

け
に
設
け
て
い
ま
す
︒
事
業
用
天

然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
な
ど
を

導
入
す
る
際
に
︑
経

費
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
︒

　

神
戸
市
で
は
こ
れ

か
ら
も
天
然
ガ
ス
自

動
車
を
は
じ
め
と
し

た
次
世
代
自
動
車
の

活
用
を
進
め
︑
地
球

温
暖
化
や
大
気
汚
染

の
防
止
に
取
り
組
み
︑

﹁
環
境
貢
献
都
市
Ｋ

Ｏ
Ｂ
Ｅ
﹂
の
実
現
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
︒

第45回 『行政にとっての天然ガス自動車導入について』
神戸市　環境局 環境保全部 技術職員　徳留　慎子

トリを飾って良い新年を!!
〔第72回〕

　平成29年も残りわずかとなりました。今年もいろいろな出来
事がありましたが、トラック業界でいえば、3月12日に施行された
「準中型免許」が挙げられるでしょう。また、7月1日に施行され
た、荷主の都合により30分以上待機した場合の荷待ち時間の記
載も、労働環境の改善にとって重要な法令改正でした。
　一方、交通事故に関して、大きな衝撃と関心を呼び起こし連日
報道されたのは、6月に発生した対向車線から飛んできた乗用車
が観光バスに激突した事故と、同じく6月に発生した東名高速道
路での「あおり運転」により2人の死者を出した事故（悪質な「あ
おり運転」が原因として盛んに報道されたのは10月）でしょう。
いずれも乗用車に起因する事故ですが、トラックにとって決して
無縁の事故だとはいえません。特に「あおり運転」については、
以前からトラックが批判の的になってきたことは、皆さんもよく
ご存じでしょう。実際には、そのような悪質な運転をするトラッ
クドライバーはごく一部ですが、今の時代、インターネットで拡散
すれば業界全体がそのような目で見られてしまいます。トラック
ドライバーの一人ひとりが車間距離を十分にとる、不要不急の車
線変更をしない、といったルール遵守とマナーの良い運転を心
がけることが大切です。

●飲酒運転は絶対にNo!!
Ａさん「ところで、11月末までの統計によると、今年の事業用ト

ラックによる死亡事故件数は、去年より増加している
そうだ」

Ｂさん「確かトラックの死亡事故は、ずっと減少していたよ
ね」

Ａさん「そうなんだ。去年の平成28年はついに300件を切って
258件になり、10年前の19年の514件のほぼ半分にま
で減った。この流れをストップさせたくないよ」

Ｂさん「もちろんそうだけど、残念なことに先月、大型トレーラ
の飲酒運転による死亡事故が起こったね」

Ａさん「飲酒運転で死亡事故を起こすなんて最悪だよ。早速、
うちの会社でも乗務前と乗務後のアルコール検知器に
よる酒気の有無の確認徹底、休憩時や仮眠時、フェ
リー乗船時の飲酒厳禁の社内通達が出されたけど、い
まだにこうした社内通達を出さなくちゃならないなん
て情けないよね」

Ｂさん「多少酒を飲んでも、しばらく休憩したり眠ったりすれば
問題はないと考えているとしたら、とんでもない思い
違いだよね」

Ａさん「トラックの飲酒運転事故防止については、18年に全日
本トラック協会で『飲酒運転防止対策マニュアル』が作
成され、業界を挙げて防止活動に取り組み、その結
果、19年には97件だった飲酒運転事故が、24年には
24件にまで減少したんだ」

Ｂさん「４分の１にまで減ったわけだ。まさに激減だね」
Ａさん「ただ、それ以降は減少せず、逆にやや増加気味で30件

台で推移している」
Ｂさん「これまで何度も言われているように、飲酒運転はルー

ル違反という次元の問題ではなく、犯罪行為だから
ね。我々プロドライバーにとって、単に減少させるとい
うことではなく、ゼロにしなくてはならない問題だ。そ
れをしっかり認識しないとね」

Ａさん「この時期、世間では忘年会が真っ盛りで、あちこちで千
鳥足の人たちを目にするけど、トラックは千鳥足であっ
てはならないからね」

●最後の最後まで気を緩めずに
Ｂさん「千鳥足で思い出したけど、今年はトリ年だったね」
Ａさん「そうトリ年。そして来年はイヌ年だ」

Ｂさん「大みそか恒例の紅白歌合戦なんかで、よくトリを務め
るのは誰々さんというよね」

Ａさん「最後に登場してくる人だね。もともとは寄席の用語で、
高座の最後を務める最も芸に優れた人を指したそう
だ」

Ｂさん「トリを務めるというのは名誉なことなんだね」
Ａさん・Ｂさん「我々トラックドライバーは、一人ひとりが舞台

の主役です。最後の最後まで気を緩めず立派にトリを
飾って、すがすがしい新年を迎えましょう」

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適

正
化
事
業
実
施
機
関
で
あ
る

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
12

月
14
日
︑
平
成
29
年
度
﹁
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性

評
価
事
業
（
Ｇ
マ
ー
ク
制

度
）﹂
の
評
価
を
決
定
し
︑

平
成
29
年
度
安
全
性
優
良
事

業
所
と
し
て
６
５
９
７
事
業

所
を
認
定
し
た
︒

　

今
年
度
認
定
事
業
所
の
内

訳
は
︑
新
規
申
請
１
６
２
５

事
業
所
（
有
効
期
間
２
年

間
）︑
初
回
更
新
２
０
２
１
事

業
所
（
同
３
年
間
）︑
２
回

目
更
新
１
６
３
１
事
業
所（
同

４
年
間
）︑
３
回
目
更
新
１
３

１
０
事
業
所
（
同
４
年
間
）︑

４
回
目
更
新
10
事
業
所
（
平

成
28
年
熊
本
地
震
に
係
る
特

車
限
令
違
反
者
に
対
す
る

大
口
・
多
頻
度
割
引
停
止

措
置
等
に
関
す
る
要
望

国
土
交
通
省
石
川
雄
一

道
路
局
長
へ
要
望

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連

合
会
は
12
月
６
日
︑
国
土
交

通
省
の
石
川
雄
一
道
路
局
長

に
対
し
て
︑﹁
車
両
制
限
令

違
反
者
に
対
す
る
大
口
・
多

頻
度
割
引
停
止
措
置
等
に
関

す
る
要
望
書
﹂を
提
出
し
た
︒

全
ト
協
か
ら
は
坂
本
克
己
会

長
︑
桝
野
龍
二
理
事
長
︑
ま

た
︑
日
貨
協
連
か
ら
は
吉
野

雅
山
会
長
︑
中
川
才
助
副
会

長
が
要
望
し
た
︒
要
望
事
項

は
︑
①
車
両
制
限
令
違
反
者

に
対
す
る
大
口
・
多
頻
度
割

引
停
止
措
置
等
に
つ
い
て
②

特
殊
車
両
の
通
行
許
可
に
つ

い
て
③
荷
主
に
対
す
る
見
直

し
内
容
の
周
知
徹
底
お
よ
び

荷
主
勧
告
制
度
の
活
用
に
つ

い
て
︱
︱
の
３
項
目
︒

　

要
望
で
は
︑
協
同
組
合
へ

の
累
積
点
数
通
知
書
に
違
反

の
日
付
・
場
所
・
内
容
を
記

載
す
る
と
と
も
に
︑
早
急
な

通
知
を
求
め
た
︒

　

ま
た
︑
特
例
８
車
種
等
の

車
両
に
つ
い
て
は
︑
特
車
通

行
許
可
に
よ
り
︑
軸
重
11
・

５
㌧
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
軸
重
が

10
㌧
を
超
過
す
る
場
合
に
は

高
速
道
路
会
社
か
ら
指
導
警

告
書
が
送
付
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
各

高
速
道
路
会
社
に
対
し
︑
特

車
通
行
許
可
の
有
無
を
事
前

に
確
認
し
た
上
で
指
導
警
告

書
を
発
出
す
る
よ
う
改
善
を

求
め
た
︒
さ
ら
に
︑
特
車
通

行
許
可
に
つ
い
て
は
︑
審
査

の
迅
速
化
を
求
め
︑
ま
た
︑

保
安
基
準
緩
和
車
両
の
認
定

期
限
の
延
長
（
２
年
↓
３
～

４
年
）
と
同
様
に
︑
優
良
事

業
者
に
対
す
る
特
車
通
行
許

可
期
間
の
延
長
を
求
め
た
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
国
際
海
上
コ

ン
テ
ナ
ト
レ
ー
ラ
の
特
車
通

行
許
可
申
請
の
簡
素
化
や
︑

許
可
な
く
機
動
的
な
通
行
が

可
能
と
な
る
生
産
性
の
高
い

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期

構
築
に
つ
い
て
も
要
望
し
た
︒

例
措
置
を
受
け
た
事
業
所
の

み
）︒
こ
れ
に
よ
り
︑26
年
度
︑

27
年
度
お
よ
び
28
年
度
に
認

定
し
た
１
万
７
８
８
５
事
業

所
（
12
月
14
日
現
在
︑
29
年

度
の
更
新
申
請
事
業
所
を
除

く
）
と
合
わ
せ
て
︑
安
全
性

優
良
事
業
所
は
２
万
４
４
８

２
事
業
所
と
な
っ
た
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
今
後
も
引

き
続
き
認
定
事
業
所
の
一
層

の
拡
大
に
向
け
︑
認
定
事
業

所
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
拡

充
や
︑
荷
主
団
体
等
に
対
す

る
認
定
事
業
所
の
利
用
促

進
︑
巡
回
指
導
時
等
に
お
け

る
積
極
的
な
普
及
促
進
活
動

等
に
努
め
て
い
く
︒

▽
次
年
度
に
向
け
変
更
事
項
等

を
審
議
・
承
認

第
34
回
「
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
安
全
性
評
価
委
員
会
」

　　

12
月
13
日
︑
第
34
回
﹁
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性

評
価
委
員
会
﹂（
委
員
長
・

野
尻
俊
明
流
通
経
済
大
学
学

長
）
が
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
安
全
性
優

良
事
業
所
に
係
る
認
定
の
自

主
返
納
②
平
成
29
年
度
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
安
全
性
評

価
事
業
③
30
年
度
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
事

業
に
係
る
主
な
変
更
事
項

（
案
）
︱
︱
に
つ
い
て
審
議

し
︑
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承

認
し
た
︒

　

今
年
度
事
業
に
つ
い
て
は
︑

後
述
す
る
特
例
を
除
き
４
回

目
更
新
事
業
所
が
存
在
し
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
︑
申
請
受

付
数
６
８
０
０
件
（
前
年
比

２
５
１
３
件
減
）・
認
定
数
６

５
９
７
件
（
同
２
４
３
６
件

減
）
と
︑
と
も
に
減
少
︒
平

成
28
年
熊
本
地
震
の
被
災
事

業
所
に
係
る
特
例
措
置
に
よ

り
︑
有
効
期
間
を
１
年
間
伸

長
し
た
事
業
所
に
関
し
て

は
︑
２
回
目
更
新
事
業
所

（
25
年
度
認
定
︑３
事
業
所
）

と
４
回
目
更
新
事
業
所
（
24

年
度
認
定
︑
10
事
業
所
）
に

つ
い
て
︑
有
効
期
間
を
30
年

１
月
１
日
～
32
年
12
月
31
日

の
３
年
間
と
し
︑
通
常
よ
り

１
年
短
縮
し
て
認
定
し
た
︒

　

次
年
度
事
業
で
の
変
更
事

項
で
は
︑
新
元
号
へ
の
移
行

に
伴
う
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
証
等

に
お
け
る
表
記
の
和
暦
か
ら

西
暦
へ
の
変
更
な
ど
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
︒

総
認
定
事
業
者
数
が
３
２

３
事
業
者
（
１
８
６
２
事

業
所
）
に

平
成
29
年
度「
引
越
事
業
者

優
良
認
定
制
度
」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

12
月
14
日
︑﹁
引
越
事
業
者

優
良
認
定
制
度
（
引
越
安
心

マ
ー
ク
）﹂
の
平
成
29
年
度

認
定
事
業
者
を
発
表
し
た
︒

　

制
度
４
年
目
と
な
る
今
年

度
は
︑新
規
申
請
と
と
も
に
︑

制
度
創
設
後
初
と
な
る
更
新

申
請
も
受
付
︒
引
越
サ
ー
ビ

ス
名
称
単
位
で
︑
申
請
総
数

２
４
８
事
業
者
（
１
６
３
０

事
業
所
）
の
う
ち
︑
２
４
１

事
業
者（
１
６
２
０
事
業
所
）

を
引
越
優
良
事
業
者
に
認
定

し
た
︒

　

認
定
事
業
者
の
内
訳
は
︑

新
規
認
定
28
事
業
者
（
40
事

業
所
）︑
更
新
認
定
２
１
３

事
業
者（
１
５
８
０
事
業
所
）

で
︑
こ
れ
ま
で
の
認
定
事
業

者
と
合
わ
せ
︑３
２
３
事
業
者

（
１
８
６
２
事
業
所
）
が
引

越
優
良
認
定
事
業
者
と
な
る
︒

受
賞
２
者
を
発
表

青
年
経
営
者
等
に
よ
る
先
進
的
な

事
業
取
組
に
対
す
る
顕
彰

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

12
月
８
日
︑平
成
29
年
度﹁
青

年
経
営
者
等
に
よ
る
先
進
的

な
事
業
取
組
に
対
す
る
顕

彰
﹂審
査
委
員
会
を
開
催
し
︑

受
賞
事
業
者
を
選
定
し
た
︒

申
請
が
あ
っ
た
10
者
の
う
ち
︑

広
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年

部
協
議
会
の
﹁﹃
こ
ど
も
運

送
﹄に
よ
る
人
材
確
保
事
業
﹂

が
金
賞
を
︑
滋
賀
県
ト
ラ
ッ

ク
青
年
協
議
会
の
﹁
異
業
種

交
流
と
物
流
業
界
の
Ｐ
Ｒ
﹂

事
業
が
銀
賞
を
受
賞
し
た
︒

　

な
お
︑
受
賞
者
に
は
30
年

２
月
22
日
㈭
開
催
の
﹁
青
年

部
会
全
国
大
会
﹂に
お
い
て
︑

表
彰
状
お
よ
び
顕
彰
金
（
目

録
／
金
賞
１
０
０
万
円
︑
銀

賞
70
万
円
）が
授
与
さ
れ
る
︒

　

国
土
交
通
省
は
12
月
６
日

か
ら
︑
標
準
引
越
運
送
約
款

等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

案
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
受
け
付
け
て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
標
準
引
越

運
送
約
款
改
正
検
討
会
を
設

置
し
て
議
論
を
行
っ
て
き
た

が
︑
同
検
討
会
で
の
議
論
を

踏
ま
え
︑
標
準
引
越
運
送
約

款
の
適
用
範
囲
︑
解
約
手
数

料
ま
た
は
延
期
手
数
料
の
料

率
等
に
つ
い
て
約
款
の
改
正

を
行
う
こ
と
と
し
た
︒
平
成

30
年
１
月
中
旬
～
下
旬
に
公

布
さ
れ
︑
同
６
月
１
日
の
施

行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
︒

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

受
付
締
切
日
は
同
１
月
６

日
︒
詳
細
に
つ
い
て
は
︑
政

果
を
踏
ま
え
た
計
画
の
策
定

を
行
う
こ
と
で
︑
荷
主
と
連

携
し
た
事
業
・
業
務
改
革
を

推
進
し
︑
効
率
化
を
図
る
こ

と
を
目
指
す
内
容
︒
経
営
幹

部
・
管
理
者
が
対
象
︒

　

日
程
・
定
員
は
表
の
通

り
︒
受
講
料
は
３
万
５
０
０

０
円
（
税
込
）︒
全
ト
協
の

助
成
金
対
象
講
座
︒
詳
細
は

中
小
企
業
大
学
校
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

府
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

﹁e-Gov

﹂を
参
照
の
こ
と
︒

�

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
業
務
改
革

に
関
す
る
研
修
を
開
催

中
小
企
業
大
学
校

　
（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
が
運
営
し
て
い
る
中

小
企
業
大
学
校
で
は
︑﹁
利

益
を
産
み
出
す
業
務
改
革
・

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
﹂
と
題
し

た
研
修
を
瀬
戸
校
（
愛
知
県

瀬
戸
市
）︑
三
条
校
（
新
潟

県
三
条
市
）︑
旭
川
校
（
北

海
道
旭
川
市
）で
開
催
す
る
︒

　

同
研
修
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
に
お
け
る
現
状
と
事
業

・
業
務
改
革
の
考
え
方
や
進

め
方
な
ど
を
学
び
︑
そ
の
成

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）
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標
準
引
越
運
送
約
款
改
正
告
示
へ

　
　
　
　
　
の
パ
ブ
コ
メ
を
募
集

締
切
は
30
年
１
月
６
日

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

食
堂
の
営
業
時
間
を
変
更

安
城
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

安
城
Ｔ
Ｓ
は
︑
食
堂
の
営

業
時
間
を
平
成
30
年
１
月
４

日
よ
り
次
の
通
り
と
す
る
︒

▼
㈪
：
10
時
～
24
時

▼
㈫
～
㈮
・
㈷
：
24
時
間

▼
㈯
：
0
時
～
17
時

▼
㈰
：
10
時
～
20
時

四
国
ト
協
連
合
会
と

意
見
交
換
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
全
国
各
地
の
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
の
﹁
生
の
声
﹂

を
拝
聴
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
協
会

運
営
に
活
か
す
た
め
︑
国
土

交
通
省
自
動
車
局
の
平
嶋
隆

司
貨
物
課
長
も
同
席
し
て
︑

全
国
の
ブ
ロ
ッ
ク
ト
ラ
ッ
ク
協

会
単
位
で
意
見
交
換
会
を
実

施
し
て
い
る
︒
11
月
30
日
に

は
︑
四
国
ト
ラ
ッ
ク
協
会
連

合
会
と
の
意
見
交
換
会
を
︑

香
川
県
高
松
市
で
開
催
し
た

（
写
真
）︒

　

今
回
の
意
見
交
換
会
に

は
︑
全
ト
協
か
ら
坂
本
克
己

会
長
︑
桝
野
龍
二
理
事
長
︑

山
崎
薫
常
務
理
事
︑
松
崎
宏

則
常
務
理
事
︑
藤
原
利
雄
常

務
理
事
が
︑
ま
た
︑
四
国
ト

協
連
合
会
か
ら
は
︑
粟
飯
原

一
平
会
長
（
徳
島
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
会
長
）︑
楠
木
寿
嗣

副
会
長
（
香
川
県
ト
協
会

長
）︑一
宮
貢
三
副
会
長
（
愛

媛
県
ト
協
会
長
）︑
岸
圭
介

副
会
長（
高
知
県
ト
協
会
長
）

が
︑
そ
し
て
四
国
運
輸
局
か

ら
は
瀬
部
充
一
局
長
︑
岡
千

人
志
自
動
車
交
通
部
長
が
出

席
︒
ト
ラ
ッ
ク
業
界
を
取
り

巻
く
当
面
す
る
諸
課
題
や
︑

各
県
ト
協
会
長
・
専
務
理
事

か
ら
の
意
見
・
要
望
に
つ
い

て
︑
活
発
に
意
見
・
情
報
を

交
換
し
た
︒

（
12
月
20
日
〜
12
月
31
日
）

▽
12
月
22
日

・
第
42
回
物
流
政
策
委
員
会

▽
12
月
25
日

・
第
46
回
物
流
政
策
懇
談
会

安全性評価委員会（12月13日、全ト協）

国
交
省
の
石
川
道
路
局
長
㊧
に
対
し

要
望
書
を
手
渡
す
全
ト
協
の
坂
本
会

長
（
左
か
ら
２
人
目
）、
日
貨
協
連
の

吉
野
会
長
（
同
３
人
目
）、
同
中
川
副

会
長
（
右
）

　

坂
本
克
己
会
長
は
12
月
６

日
︑
来
年
１
月
５
日
㈮
に
放

送
さ
れ
る
（
一
部
地
域
を
除

く
）︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
提
供
ラ
ジ
オ
番
組
﹁
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会 Presents 

ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
・
リ
ク
エ
ス

ト
﹂（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
系
列

33
局
ネ
ッ
ト
）
の
収
録
を
行

っ
た（
写
真
）︒
坂
本
会
長
は
︑

平
成
30
年
に
つ
い
て
︑﹁
安
全

・
安
心
で
よ
り
質
の
高
い
輸

送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

く
た
め
に
は
︑
働
く
人
が
誇

り
と
や
り
が
い
を
も
っ
て
仕

事
が
で
き
る
業
界
づ
く
り
が

大
切
﹂
と
抱
負
を
語
っ
た
︒

　

各
放
送
局
の
放
送
時
間
等

に
つ
い
て
は
︑
全
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
︒

Ｔ
Ｂ
Ｓ
「
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
・
リ
ク
エ
ス
ト
」
１
月
５
日
放
送

坂
本
会
長
が
新
年
の
抱
負
語
る

６
５
９
７
事
業
所
を
認
定

総
認
定
事
業
所
数
は
２
万
４
４
８
２
事
業
所
に

表  「利益を産み出す業務改革・トラック運送業」
研修期間と定員
研修期間（各４日間） 定員

瀬戸校 平成３０年１月２５日㈭・２６日㈮・２月
２２日㈭・２３日㈮ ３０人

三条校 平成３０年２月５日㈪・６日㈫・２７日
㈫・２８日㈬ ２０人

旭川校 平成３０年２月８日㈭・９日㈮・３月８日
㈭・９日㈮ ２０人
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ニ
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ニ
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（
官
公
庁
ニ
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等
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事
業
者
を
訪
ね
る
と
︑﹁
募
集

を
し
て
も
な
か
な
か
応
募
者
が
来

な
い
﹂
と
い
う
声
を
よ
く
聞
く
︒

そ
し
て
︑
た
い
て
い
は
﹁
や
っ
と

応
募
が
あ
っ
て
も
︑
ほ
と
ん
ど
が

中
高
年
者
だ
﹂と
い
う
話
に
な
る
︒

実
は
︑
こ
れ
に
は
構
造
的
な
裏
付

け
が
あ
る
︒

　

８
月
５
日
号
の
当
コ
ラ
ム
で
書

い
た
よ
う
に
︑
生
産
年
齢
人
口

（
15
～
64
歳
）
の
減
少
が
現
在
の

日
本
の
労
働
力
不
足
の
主
要
因

だ
︒
そ
れ
を
65
歳
以
上
の
男
性
就

業
者
と
︑
働
く
女
性
の
増
加
が
補

っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
︒
こ
れ

は
産
業
全
体
を
み
た
場
合
の
傾
向

で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
も
男
性

の
高
齢
者
が
労
働
力
不
足
を
補
っ

て
い
る
点
は
同
じ
だ
が
︑
運
送
業

界
が
他
の
業
界
と
決
定
的
に
違
う

の
は
︑
女
性
が
あ
ま
り
増
え
て
い

な
い
こ
と
で
あ
る
︒
構
造
的
に
み

る
と
︑
こ
れ
が
他
産
業

と
の
有
効
求
人
倍
率
の

差
に
な
っ
て
い
る
と
理

解
し
て
よ
い
︒
も
ち
ろ

ん
昔
と
比
べ
れ
ば
女
性

ド
ラ
イ
バ
ー
も
増
え
て

き
て
い
る
が
︑
他
産
業

の
よ
う
な
割
合
で
は
女

性
就
業
者
が
増
加
し
て

い
な
い
の
で
あ
る
︒

　

そ
も
そ
も
運
送
業
界
の
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
の
主
た
る
原
因

は
︑
運
送
会
社
を
辞
め
て
︑
他

の
業
種
の
企
業
に
転
職
し
て
い

る
点
に
あ
る
︒
そ
こ
で
欠
員
を

補
充
す
る
た
め
に
募
集
し
て

も
︑
冒
頭
の
よ
う
に
﹁
な
か
な

か
応
募
者
が
来

な
い
﹂︒
そ
の

理
由
は
女
性
の

応
募
者
が
少
な

く
（
事
業
者
側

が
求
め
て
い
な

い
面
も
あ
る
）︑

若
い
男
性
は
他

業
種
に
行
っ
て

戻
っ
て
こ
な
い

か
ら
だ
︒
そ
れ

に
対
し
て
︑
中

高
年
の
ド
ラ
イ

バ
ー
経
験
者

は
︑
業
界
内
で

転
職
す
る
傾
向

が
強
い
の
で
︑

﹁
や
っ
と
応
募

が
あ
っ
て
も
中
高
年
﹂
と
い
う

こ
と
に
な
る
︒
こ
の
よ
う
な
労

働
市
場
の
現
状
を
打
破
す
る
に

は
︑
様
々
な
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
︒

　

先
日
︑
あ
る
会
合
で
労
働
力

不
足
が
話
題
に
な
っ
た
︒
そ
の

な
か
で
︑
あ
る
事
業
者
か
ら
﹁
大

型
車
や
中
型
車
で
も
オ
ー
ト
マ
チ

ッ
ク
（
Ａ
Ｔ
）
限
定
の
免
許
を
新

設
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
﹂
と
い
う

意
見
が
出
た
︒
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

を
増
や
す
と
い
う
目
的
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
︑
Ａ
Ｔ
限
定
の
普
通
免

許
し
か
持
っ
て
い
な
い
若
い
男
性

に
も
︑
中
型
・
大
型
の
免
許
取
得

を
容
易
に
す
る
た
め
で
あ
る
︒

　

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
︑
大
型

車
で
は
Ａ
Ｔ
車
が
多
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
︒
だ
が
︑
中
型
車
で
は

ま
だ
全
体
的
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
Ｍ

Ｔ
）
車
が
大
勢
の
よ
う
だ
︒
そ
の

理
由
に
は
︑
パ
ワ
ー
不
足
を
指
摘

す
る
事
業
者
が
多
い
︒
だ
が
会
合

に
出
席
し
て
い
た
あ
る
事
業
者
は
︑

﹁
新
規
購
入
の
車
両
は
中
型
車
も

全
部
Ａ
Ｔ
車
に
切
り
替
え
て
い

る
﹂
と
い
う
︒
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

の
積
極
的
採
用
だ
け
で
な
く
︑
Ａ

Ｔ
車
し
か
運
転
し
た
経
験
が
な
い

若
い
男
性
ド
ラ
イ
バ
ー
も
働
き
や

す
く
す
る
た
め
で
あ
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
男
女
い
ず
れ
も

若
い
人
を
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
採

用
し
定
着
さ
せ
る
た
め
に
様
々
な

努
力
を
し
て
い
る
︒
そ
れ
を
後
押

し
す
る
た
め
に
も
︑
大
型
車
や
中

型
車
の
Ａ
Ｔ
限
定
免
許
の
新
設
を

要
望
す
る
声
が
出
て
き
た
︒

第
199
回

大型・中型車にもオートマチック限定を
法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～進路変更・転回編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  車両通行帯が黄色の実線であっても、追越しをする場合であれ
ば、この線をこえて進路変更をすることができる。（ ○・× ）

❷  車両通行帯が黄色の実線であっても、緊急自動車に進路を譲る
ためであれば、この線をこえて進路変更をすることができる。
（ ○・× ）

❸  進路変更をすると、後続車が急ブレーキや急ハンドルで危険を
回避しなければならないような場合には、進路変更をしてはな
らない。（ ○・× ）

❹  転回禁止の標識や標示のある場所では、後退も禁止されてい
る。（ ○・× ）

❺  転回や進路変更をするときの合図は、いずれもその行為をしよ
うとする3秒前に出さなくてはならない。（ ○・× ）

（解答は７面）

路
の
う
ち
︑
道
路
構
造
等
の

観
点
か
ら
支
障
の
な
い
区
間

に
限
定
し
た
上
で
国
際
海
上

コ
ン
テ
ナ
車
（
40
㌳
背
高
）

に
対
応
す
る
水
準
ま
で
引
き

上
げ
る
︒

　

こ
れ
に
よ
り
︑
国
際
海
上

コ
ン
テ
ナ
輸
送
に
つ
い
て
︑

国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
車
（
40

㌳
背
高
）
の
走
行
が
多
く
︑

構
造
的
に
支
障
の
な
い
区
間

を
指
定
し
て
︑
そ
の
区
間
内

の
走
行
は
特
車
許
可
手
続
を

不
要
と
す
る
こ
と
が
方
針
と

し
て
示
さ
れ
た
︒

　

ま
た
︑﹁
今
後
の
物
流
政

策
の
基
本
的
な
方
向
性
等
に

つ
い
て
（
答
申
） 

﹂
の
進
捗

状
況
に
関
し
て
は
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ

２
・
０
装
着
車
へ
の
特
殊
車

両
通
行
許
可
簡
素
化
制
度

（
特
車
ゴ
ー
ル
ド
制
度
）
に

つ
い
て
包
括
申
請
を
対
象
と

す
る
こ
と
（
平
成
30
年
度
目

途
に
実
施
）︑
電
子
媒
体
で

の
許
可
書
類
の
携
行
を
可
能

と
す
る
こ
と
（
同
）︑
ま
た
︑

大
型
車
誘
導
区
間
を
充
実
す

る
こ
と
︱
︱
な
ど
を
検
討
す

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
︒

　

国
土
交
通
省
道
路
局
は
12

月
12
日
︑
道
路
法
に
お
け
る

過
積
載
車
両
の
荷
主
対
策
を

試
行
す
る
と
発
表
し
た
︒

　

同
日
か
ら
当
面
の
間
︑
直

轄
国
道
や
高
速
道
路
で
の
基

地
取
締
り
時
に
︑
道
路
管
理

者
が
違
反
を
確
認
し
た
場

合
︑
警
告
書
の
発
出
や
措
置

命
令
の
実
施
に
併
せ
て
︑
運

転
者
の
任
意
協
力
の
も
と
︑

荷
主
情
報
を
聴
取
す
る
︒

　

ま
た
︑
平
成
30
年
1
月
16

日
か
ら
約
１
か
月
間
︑
北
海

道
開
発
局
が
受
付
先
と
な
る

特
殊
車
両
通
行
許
可
申
請
時

に
︑
運
送
事
業
者
が
任
意
で

荷
主
情
報
を
申
請
書
に
記
載

し
︑
道
路
管
理
者
に
提
出
す

る
申
請
の
受
付
を
開
始
す
る
︒

　

収
集
し
た
荷
主
情
報
を
活

用
し
︑
自
動
車
部
局
と
連
携

し
な
が
ら
︑
荷
主
勧
告
制
度

の
運
用
強
化
を
図
る
︒
具
体

的
に
は
︑
自
動
車
部
局
が
適

正
化
事
業
実
施
機
関
の
協
力

載
に
つ
い
て
は
︑
運
送
事
業

者
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し

て
︑
荷
主
名
を
記
載
し
た
申

請
に
つ
い
て
は
︑
優
先
的
に

特
車
許
可
審
査
（
概
ね
10
日

程
度
）
を
行
う
︒

　

い
ず
れ
も
試
行
結
果
を
検

証
し
た
上
で
︑
30
年
度
を
め

ど
に
本
格
導
入
す
る
︒

と
と
も
に
︑﹁
今
後
の
物
流

政
策
の
基
本
的
な
方
向
性
等

に
つ
い
て
（
答
申
）﹂ 

の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
︒

　
﹁
今
後
の
災
害
・
物
流
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
に
つ
い

て
﹂
で
は
︑
災
害
・
物
流
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
新
設
・
改
築

に
適
用
す
る
道
路
構
造
の
基

準
に
お
い
て
︑
一
般
的
制
限

値
に
つ
い
て
は
︑
供
用
中
道

ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ
︑
日
本
通

運
㈱
な
ど
計
４
社
に
よ
る

﹁
冷
凍
食
品
に
お
け
る
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
の
取
り
組
み
﹂︑

経
済
産
業
省
商
務
・
サ
ー
ビ

ス
審
議
官
表
彰
に
は
︑
㈱
ラ

ル
ズ
︑
日
本
貨
物
鉄
道
㈱
な

ど
計
４
社
に
よ
る
﹁
ラ
ル
ズ

・
シ
ジ
シ
ー
ジ
ャ
パ
ン
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
推
進
協
議
会
﹂
が

選
ば
れ
た
︒

を
得
て
荷
主
を
特
定
し
︑
過

積
載
に
加
え
過
労
運
転
等
違

反
に
も
関
連
が
あ
る
共
通
の

荷
主
を
確
認
し
た
場
合
︑
協

力
要
請
書
を
発
出
す
る
︒

　

特
車
申
請
時
の
荷
主
名
記

�

国
際
海
コ
ン
特
車
許
可

手
続
不
要
へ

一
定
区
間
を
指
定

　

国
土
交
通
省
は
12
月
14

日
︑
社
会
資
本
整
備
審
議
会

道
路
分
科
会
基
本
政
策
部
会

の
第
15
回
物
流
小
委
員
会
を

開
催
し
︑﹁
今
後
の
災
害
・

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り

方
に
つ
い
て
﹂
を
協
議
す
る

荷
主
対
策
の
試
行
開
始

過
積
載
取
締
り
時
に
荷
主
情
報
聴
取

燃
費
規
制
約
13
％
強
化

重
量
車
の
次
期
基
準

２
０
２
５
年
度
に

　

経
済
産
業
・
国
土
交
通
両

省
は
12
月
12
日
︑重
量
車（
車

両
総
重
量
３
・
５
㌧
超
︑
ト

ラ
ッ
ク
・
バ
ス
等
）
の
次
期

燃
費
基
準
案
を
発
表
し
た
︒

目
標
年
度
は
２
０
２
５
年
度

で
︑
目
標
基
準
値
は
︑
ト
ラ

ッ
ク
等
で
現
行
よ
り
約
13
・

４
％
の
強
化
と
な
る
１
㍑
当

た
り
７
・
63
㌔
㍍
︑
バ
ス
で

約
14
・
３
％
強
化
の
同
６
・

52
㌔
㍍
と
し
た
︒
年
内
に
も

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行

い
︑
来
年
４
月
を
め
ど
に
関

係
法
令
を
改
正
︑
施
行
す
る

予
定
で
︑
世
界
で
最
も
厳
し

い
燃
費
規
制
と
な
る
見
通
し
︒

　

対
象
と
な
る
の
は
︑
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
を
含
む
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
で
︑
電
気
自
動
車
︑

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
︑
燃
料
電
池
自
動
車
は
︑

現
時
点
で
は
普
及
台
数
が
少

平
均
賃
金
改
定
５
６
２
７
円

前
年
上
回
る

　

厚
生
労
働
省
は
11
月
29

日
︑
平
成
29
年
﹁
賃
金
引
上

げ
等
の
実
態
に
関
す
る
調

査
﹂
結
果
を
ま
と
め
た
︒
全

国
の
民
間
企
業
を
対
象
に
毎

年
８
月
に
行
っ
て
い
る
も
の

で
︑
29
年
は
１
８
１
２
社
か

ら
回
答
を
得
た
︒
調
査
結
果

に
よ
る
と
︑全
企
業
の
う
ち
︑

29
年
中
に
﹁
１
人
平
均
賃
金

を
引
き
上
げ
た
・
引
き
上
げ

る
﹂
と
し
た
の
は
前
年
よ
り

１
・
１
ポ
イ
ン
ト
多
い
87
・

８
％
と
な
り
︑
１
人
平
均
賃

金
の
改
定
額（
予
定
を
含
む
）

な
い
た
め
︑
規
制
の
対
象
外

と
す
る
方
針
︒

　

一
方
で
︑
電
気
自
動
車
等

の
さ
ら
な
る
普
及
促
進
を
図

る
た
め
︑
自
動
車
メ
ー
カ
ー

の
電
気
自
動
車
に
対
す
る
取

り
組
み
を
評
価
す
る
仕
組
み

を
導
入
す
る
︒
詳
細
に
つ
い

て
は
来
年
度
か
ら
２
年
程
度

か
け
て
︑
合
同
会
議
で
検
討

す
る
︒

�

優
良
事
例
を
大
臣
表
彰

グ
リ
ー
ン
物
流

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　

経
済
産
業
・
国
土
交
通
両

省
は
12
月
７
日
︑
平
成
29
年

度
の
﹁
グ
リ
ー
ン
物
流
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
優
良
事
業
者

表
彰
﹂
を
公
表
︑
同
月
13
日

に
表
彰
を
行
っ
た
︒

　

経
済
産
業
大
臣
表
彰
は

﹁
ト
ラ
ッ
ク
バ
ー
ス
予
約
に

よ
る
待
機
時
間
削
減
︑
生
産

性
向
上
︑お
よ
び
Ｃ
Ｏ
２
削

減
﹂
で
︑
受
賞
者
は
セ
イ
ノ

は
５
６
２
７
円
（
前
年
５
１
７

６
円
）︑
改
定
率
は
２
・
０
％

（
同
１
・
９
％
）
で
︑
い
ず

れ
も
前
年
を
上
回
っ
た
︒

　

29
年
中
の
賃
金
改
定
が

﹁
未
定
﹂
以
外
の
全
企
業
の

う
ち
︑
定
期
昇
給
を
﹁
行
っ

た
・
行
う
﹂
と
し
た
の
は
︑

管
理
職
で
69
・
０
％
（
前
年

68
・
１
％
）︑
一
般
職
で
77
・

５
％
（
同
78
・
４
％
）
と
な

っ
た
︒
定
期
昇
給
制
度
が
あ

る
企
業
の
う
ち
︑
29
年
中
に

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
﹁
行
っ
た
・

行
う
﹂
と
し
た
の
は
︑
管
理

職
で
22
・
９
％
（
同
17
・
８

％
）︑一
般
職
で
26
・
８
％（
同

23
・
３
％
）
と
な
り
︑
い
ず

れ
も
前
年
を
上
回
っ
た
︒

ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
︑

シ
ー
オ
ス
㈱
︑
大
塚
倉
庫
㈱

の
計
３
社
︒

　

一
方
︑
国
土
交
通
大
臣
表

彰
は
﹁
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
︑
キ

リ
ン
ビ
ー
ル
物
流
分
野
に
お

け
る
協
業
拡
大
﹂
が
受
賞
し

た
︒
受
賞
者
は
︑
ビ
ー
ル
２

社
の
ほ
か
︑
日
本
通
運
㈱
︑

日
本
貨
物
鉄
道
㈱
の
計
４
社
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
国
土
交
通
省

物
流
審
議
官
表
彰
に
は
︑
㈱

経 産 省
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１
月 

10
日 

▽ 

青
年
部
会
（
山
本
明
徹
部
会
長
）︑
東
京
都
世
田
谷
区
の
東
京
都
立
総
合
工
科
高
等
学
校
に
整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
を
寄

贈
（
写
真
①
）

 

13
日 

▽ 

青
年
部
会
︑
平
成
28
年
熊
本
地
震
の
被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
︑
特
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
益
城
町
と
南
阿
蘇
村
の

教
育
委
員
会
を
通
じ
小
学
生
（
益
城
町
５
校
： 

約
２
１
０
０
人
︑
南
阿
蘇
村
５
校
：
約
５
０
０
人
）
に
湯
た
ん
ぽ
と
防

犯
ブ
ザ
ー
を
寄
贈
（
写
真
②
）

 

24
日 

▽ 

東
京
都
千
代
田
区
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京
で
平
成
29
年
﹁
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
新
年
賀
詞
交
歓
会
﹂
を
開
催

２
月 

3
日 

▽ 

青
年
部
会
︑
福
岡
県
中
間
市
の
希
望
が
丘
高
等
学
校
に
整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
を
寄
贈
（
写
真
③
）

 
24
日 

▽ 

青
年
部
会
︑
東
京
都
新
宿
区
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
平
成
28
年
度
全
国
大
会
を
開
催

３
月	

5
日 
▽ 
全
ト
協
︑
第
84
回
自
由
民
主
党
大
会
で
同
党
の
﹁
友
好
団
体
﹂
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

	

９
日 

▽ 

第
11
回
﹁
全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適
正
化
事
業
実
施
機
関
本
部
長
会
議
﹂
第
１
６
９
回
﹁
理
事
会
﹂
を
開
催
︒
理
事
会

で
は
︑
平
成
29
年
度
事
業
計
画
・
予
算
書
や
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る
適
正
取
引
推
進
︑
生
産
性
向
上
及
び
長
時

間
労
働
抑
制
に
向
け
た
自
主
行
動
計
画
﹂
な
ど
を
承
認

 

28
日 

▽ 

全
ト
協
︑国
土
交
通
省
の
藤
井
直
樹
自
動
車
局
長
に
対
し
︑﹁
基
準
緩
和
認
定
有
効
期
間
の
延
長
に
係
る
要
望
書
﹂
を
提
出

 

31
日 

▽ 

道
後
や
す
ら
ぎ
荘
閉
館

 
 

▽ 

新
井
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
閉
鎖

４
月 

18
日 

▽ 

平
成
29
年
度
﹁
新
規
採
用
職
員
研
修
﹂
を
実
施
（
〜
21
日
）

 

20
日 

▽ 

第
48
回
﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
の
各
部
門
優
勝
者
が
星
野
良
三
会
長
と
と
も
に
内
閣
総
理
大
臣

官
邸
に
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
を
表
敬
訪
問
（
写
真
④
）

 

21
日 

▽ 

過
労
死
等
防
止
計
画
策
定
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
座
長
・
酒
井
一
博
（
公
財
）
大
原
記
念
労
働
科
学
研
究
所
長
）
が
初

会
合

 

25
日 

▽ 

全
ト
協
と
（
公
財
）
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
振
興
セ
ン
タ
ー
︑
平
成
30
年
４
月
１
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
両
者
の
合
併

に
伴
う
契
約
締
結
調
印
式
を
開
催
（
写
真
⑤
）

５
月 

24
日 

▽ 

星
野
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
全
ト
協
幹
部
︑総
理
官
邸
で
開
催
さ
れ
た
第
１
回
﹁
生
産
性
向
上
国
民
運
動
推
進
協
議
会
﹂

に
出
席
（
写
真
⑥
）

６
月 

1
日 

▽ 

第
１
７
０
回
﹁
理
事
会
﹂
を
開
催

 

10
日 

▽ 

茨
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
小
林
幹
愛
会
長
）
の
﹁
茨
城
県
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館
（
防
災
・
研
修
セ
ン
タ
ー
）﹂
完
成
記
念

式
典
開
催

 

12
日 

▽ 

中
国
交
通
運
輸
部
（
日
本
の
国
土
交
通
省
に
相
当
）
の
研
修
生
６
人
が
全
ト
協
を
訪
問
︑
懇
談
会
を
開
催

 

21
日 

▽ 

坂
本
克
己
副
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
全
ト
協
幹
部
ら
︑
総
理
官
邸
で
開
催
さ
れ
た
第
２
回
﹁
生
産
性
向
上
国
民
運
動
推

進
協
議
会
﹂
に
出
席
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
取
組
報
告
を
踏
ま
え
︑
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
が
﹁
荷
主
の
協
力
が
必
要

不
可
欠
﹂
と
強
調

 

29
日 

▽ 

第
93
回
﹁
通
常
総
会
﹂︑第
１
７
１
回
﹁
理
事
会
﹂
開
催
︒
星
野
会
長
が
勇
退
し
︑
坂
本
副
会
長
が
新
会
長
に
就
任
（
写

真
⑦
）

 

30
日 

▽ 

酒
田
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
閉
鎖

７
月 

6
日 

▽ 

﹁
平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
﹂
の
発
生
に
伴
い
︑
国
交
省
か
ら
の
プ
ッ
シ
ュ
型
輸
送
へ
の
体
制
整
備
指
示
を
受
け
︑
全

ト
協
は
指
定
公
共
機
関
大
手
５
社
に
対
し
て
プ
ッ
シ
ュ
型
輸
送
へ
の
即
応
体
制
整
備
を
要
請
︒
同
日
以
降
︑
福
岡
県
・
大

分
県
ト
協
は
県
か
ら
の
要
請
を
受
け
︑
会
員
事
業
者
の
車
両
に
よ
る
緊
急
物
資
輸
送
を
福
岡
県
で
４
件
︑
大
分
県
で
４

件
実
施
（
７
月
14
日
時
点
）

 

10
日 

▽ 

平
成
30
年
度
税
制
改
正
・
予
算
要
望
ス
タ
ー
ト
︒
坂
本
会
長
と
桝
野
龍
二
理
事
長
︑
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員

連
盟
の
細
田
博
之
会
長
と
赤
澤
亮
正
事
務
局
長
に
対
し
要
望
活
動
（
写
真
⑧
）

 

13
日 

▽ 

第
２
１
８
回
﹁
常
任
理
事
会
﹂・
第
１
７
２
回
﹁
理
事
会
﹂
合
同
会
議
を
開
催

 

24
日 

▽ 

社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
第
28
回
﹁
国
土
幹
線
道
路
部
会
﹂
に
小
幡
鋹
伸
副
会
長
︑桝
野
理
事
長
が
出
席
し
︑

高
速
道
路
の
積
極
的
な
活
用
に
向
け
た
諸
施
策
に
つ
い
て
要
望

1
月	

19
日 

▽  

金
融
庁
︑
営
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
料
の
２
割
引
下
げ
を
決
定

 

23
日 

▽   

国
土
交
通
省
︑
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
お
け
る
中
継
輸
送
実
証
実
験
開
始
︒
実
験
最
初
の
運
行
は
︑
㈱
テ
ィ
ス
コ

運
輸
と
㈱
ジ
ー
・
ア
ー
ル
・
ト
ラ
ン
ス
に
よ
る
︑
福
島
県
を
中
継
拠
点
と
し
た
山
形
県
と
埼
玉
県
・
群
馬
県
間
の
運
送

2
月 

1
日 

▽  

国
交
省
・
厚
生
労
働
省
︑
第
５
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善
中
央
協
議
会
﹂
お
よ
び

第
４
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
生
産
性
向
上
協
議
会
﹂
を
開
催

 

7
日 

▽  

厚
労
省
︑
全
ト
協
な
ど
に
対
し
て
︑﹁﹃
過
労
死
等
ゼ
ロ
﹄
実
現
に
向
け
た
緊
急
要
請
書
﹂
を
発
出

 

17
日 

▽  

国
交
省
で
﹁﹃
働
き
方
改
革
﹄
に
関
す
る
石
井
国
土
交
通
大
臣
と
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
意
見
交
換
会
﹂
が
開
催

さ
れ
︑
石
井
啓
一
国
交
大
臣
と
６
人
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
働
き
方
に
つ
い
て
意
見
交
換

 

20
日 

▽  

国
交
省
︑
第
３
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
適
正
運
賃
・
料
金
検
討
会
﹂（
座
長
・
藤
井
聡
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
教
授
）
を
開
き
︑平
成
28
年
末
か
ら
１
月
に
か
け
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
提
示
︒
運
賃
に
つ
い
て
﹁
値

上
げ
し
た
﹂
27
％
︑﹁
値
下
げ
さ
れ
た
﹂
11
％
な
ど

3
月 

3
日 

▽  

国
交
省
︑﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
お
け
る
中
継
輸
送
実
証
実
験
モ
デ
ル
事
業
有
識
者
検
討
会
﹂
で
１
月
か
ら
２
月

に
か
け
て
実
施
し
た
中
継
輸
送
の
実
証
実
験
実
施
結
果
な
ど
を
報
告

 

7
日 

▽  

国
交
省
︑
自
動
車
運
送
事
業
に
お
け
る
﹁
働
き
方
改
革
﹂
を
推
進
す
る
た
め
﹁
石
井
国
土
交
通
大
臣
と
自
動
車
運
送

事
業
関
係
団
体
と
の
意
見
交
換
会
﹂
を
開
催

 

12
日 

▽  

準
中
型
免
許
制
度
ス
タ
ー
ト

 

24
日 

▽  

国
交
省
︑
平
成
28
年
度
﹁
事
業
用
自
動
車
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
０
９
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
﹂（
委
員
長
・
野
尻
俊
明

流
通
経
済
大
学
学
長
）
を
開
催
︒
計
画
期
間
を
29
（
２
０
１
７
）
年
度
〜
32
（
２
０
２
０
）
年
度
の
４
か
年
と
す
る
新

プ
ラ
ン
へ
の
移
行
を
決
定

 

28
日 

▽  

政
府
︑
第
10
回
﹁
働
き
方
改
革
実
現
会
議
﹂（
議
長
・
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
）
で
﹁
働
き
方
改
革
実
行
計
画
﹂

ま
と
め
る
︒
自
動
車
運
転
業
務
に
お
け
る
時
間
外
労
働
に
つ
い
て
は
年
９
６
０
時
間
以
内
と
す
る
上
限
規
制
が
盛
り

込
ま
れ
る

 

29
日 

▽  

環
境
省
︑﹁
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ　

で
き
る
だ
け
一
回
で
受
け
取
り
ま
せ
ん
か
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〜
み
ん
な
で
宅
配

便
再
配
達
防
止
に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
﹂
を
開
始

4
月 

1
日 

▽  

車
両
総
重
量
７
㌧
以
上
ま
た
は
最
大
積
載
量
４
㌧
以
上
の
ト
ラ
ッ
ク
に
も
運
行
記
録
計
装
着
義
務
付
け

 

11
日 

▽  

国
交
省
︑
運
輸
審
議
会
運
輸
安
全
確
保
部
会
を
開
催
︒
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
に
つ
い
て
︑
今
後
５
年
間
で

重
点
的
に
取
り
組
む
措
置
等
を
盛
り
込
ん
だ
新
提
言
取
り
ま
と
め

 

20
日 

▽  

国
交
省
︑
第
４
回
﹁
総
合
物
流
施
策
大
綱
に
関
す
る
有
識
者
検
討
会
﹂（
委
員
長
・
野
尻
俊
明
流
通
経
済
大
学
学
長
）

を
開
き
︑
提
言
の
骨
子
（
案
）
と
提
言
の
取
り
ま
と
め
方
向
（
案
）
を
提
示

 

26
日 

▽  

国
交
省
︑
第
４
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
適
正
運
賃
・
料
金
検
討
会
﹂
開
催
︒
こ
れ
ま
で
記
載
が
な
か
っ
た
料
金
に
つ

い
て
︑発
地
や
着
地
で
の
荷
物
の
積
み
込
み
や
取
り
卸
し
作
業
に
対
す
る
対
価
を
﹁
積
込
み
料
﹂
お
よ
び
﹁
取
卸
し
料
﹂

と
明
確
化
し
︑
荷
待
ち
へ
の
対
価
を
﹁
待
機
時
間
料
﹂
な
ど
と
整
理
し
た
ほ
か
︑﹁
附
帯
業
務
﹂
の
例
示
と
し
て
﹁
横

持
ち
及
び
縦
持
ち
﹂﹁
棚
入
れ
﹂
を
追
加

 

27
日 

▽  

国
交
省
︑
平
成
29
年
度
第
１
回
﹁
自
動
車
運
送
事
業
に
係
る
交
通
事
故
対
策
検
討
会
﹂
を
開
き
︑﹁
事
業
用
自
動
車
総

合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
０
９
﹂
に
代
わ
る
新
し
い
総
合
安
全
プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
た
検
討
を
開
始

5
月 

11
日 

▽  

国
交
省
︑
平
成
29
年
度
第
１
回
﹁
事
業
用
自
動
車
に
係
る
総
合
安
全
対
策
検
討
委
員
会
﹂（
座
長
・
野
尻
俊
明
流
通
経

済
大
学
学
長
）
開
催

 

19
日 

▽  

国
交
省
・
厚
労
省
︑
第
６
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善
中
央
協
議
会
﹂
お
よ
び
第
５
回

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
生
産
性
向
上
協
議
会
﹂
を
開
催

 

31
日 

▽  

国
交
省
︑﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
﹂
公
布

6
月 

1
日 

▽  

第
６
回
﹁
総
合
物
流
施
策
大
綱
に
関
す
る
有
識
者
検
討
会
﹂
開
催
︒
新
た
な
大
綱
策
定
に
向
け
た
提
言
（
素
案
）
ま

と
ま
る

 

3
日 

▽  

近
畿
圏
で
対
距
離
制
︑
５
車
種
区
分
な
ど
新
た
な
高
速
道
路
料
金
制
度
ス
タ
ー
ト

 

8
日 

▽  

国
交
省
︑﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
の
解
釈
及
び
運
用
に
つ
い
て
﹂
を
一
部
改
正
︑
７
月
１
日
の
施
行

を
発
表

 

9
日 

▽  

政
府
︑
臨
時
閣
議
で
成
長
戦
略
﹁
未
来
投
資
戦
略
２
０
１
７
﹂
を
決
定
︒
高
速
道
路
で
の
ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
に
つ
い

て
平
成
34
年
の
商
業
化
目
指
す

 

27
日 

▽  

国
交
省
︑﹁
総
合
物
流
施
策
大
綱
に
関
す
る
有
識
者
検
討
会
﹂
が
﹁
強
い
物
流
﹂
実
現
へ
向
け
６
つ
の
視
点
か
ら
成
る

提
言
取
り
ま
と
め

 

30
日 

▽  

国
交
省
︑﹁
事
業
用
自
動
車
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２
０
﹂
策
定

 
 

▽  

国
交
省
︑
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
に
お
け
る
荷
主
勧
告
の
新
運
用
の
通
達
を
発
出
︒
違
反
行
為
改
善
に
向
け
荷
主

へ
の
働
き
か
け
強
化

 
 

▽  

国
交
省
︑﹁
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
切
り
拓
く
新
時
代
と
国
土
交
通
行
政
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
た
平
成
28
年
度
﹁
国
土
交
通

白
書
﹂
を
閣
議
に
て
配
布

7
月 
1
日 

▽  

国
交
省
︑﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
﹂
を
施
行
︒
荷
主
都
合
30
分
以
上
の
荷

待
ち
時
間
記
録
義
務
付
け

 

3
日 
▽  
国
交
省
は
﹁
基
準
緩
和
自
動
車
の
認
定
要
領
に
つ
い
て
（
依
命
通
達
）﹂
を
改
正
︑﹁
基
準
緩
和
自
動
車
の
行
政
処
分

等
要
領
に
つ
い
て
﹂
を
発
出
し
︑
施
行
︒
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
事
業
所
の
基
準
緩
和
有
効
期
間
を
最
長
４
年
に
順
次
延
長
へ

 

12
日 

▽  
国
交
省
︑
相
次
ぐ
ヒ
ア
リ
の
発
見
を
受
け
︑
全
ト
協
に
対
し
て
外
来
生
物
の
発
見
に
関
す
る
注
意
喚
起
文
書
を
発
出

 

25
日 

▽  

国
交
省
︑
中
央
建
設
業
審
議
会
を
開
催
し
︑
営
業
用
大
型
ダ
ン
プ
車
の
う
ち
建
設
業
に
使
用
す
る
も
の
に
つ
い
て
経

営
事
項
審
査
の
加
点
対
象
と
す
る
こ
と
を
承
認

 

28
日 

▽  

政
府
︑﹁
総
合
物
流
施
策
大
綱
（
２
０
１
７
年
度
〜
２
０
２
０
年
度
）﹂
を
閣
議
決
定

①

②③⑥⑦⑧

④⑤

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
主
な
活
動

運
輸
関
係
行
政
等
の
主
な
動
向

この１年 （肩書は当時）

回
顧

平成29年（2017年）
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８
月 

7
日 

▽ 

坂
本
会
長
が
︑
日
本
バ
ス
協
会
の
三
澤
憲
一
会
長
︑
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
の
川
鍋
一
朗
会
長
と
と
も
に
︑

石
井
啓
一
国
交
大
臣
や
︑
二
階
俊
博
幹
事
長
・
竹
下
亘
総
務
会
長
・
岸
田
文
雄
政
務
調
査
会
長
の
自
民
党
新
三
役
を
表

敬
訪
問
（
写
真
⑨
）

 

8
日 

▽ 

関
東
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
千
原
武
美
会
長
）
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
︒
全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
意
見
交
換
会
ス
タ
ー
ト

 

23
日 

▽ 

坂
本
会
長
︑
加
藤
勝
信
厚
生
労
働
大
臣
︑
盛
山
正
仁
自
民
党
国
土
交
通
部
会
長
を
表
敬
訪
問

９
月 

11
日 

▽ 

交
通
対
策
委
員
会
（
千
原
委
員
長
）︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
事
業
に
お
け
る
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２
０
﹂
を
策
定

 
 

▽ 

福
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
眞
鍋
博
俊
会
長
）
と
と
も
に
︑
麻
生
太
郎
財
務
大
臣
に
対
し
て
平
成
30
年
度
税
制
改
正
・
予

算
に
関
す
る
要
望
を
実
施
︒
ま
た
︑
日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連
合
会
（
吉
野
雅
山
会
長
）
と
と
も
に
︑
竹
下
亘
自
民

党
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・
道
路
調
査
会
長
に
対
し
て
も
︑
30
年
度
税
制
改
正
・
予
算
に
関
す
る
要
望
を
実
施
（
写
真
⑩
）

 
15
日 

▽ 

坂
本
会
長
︑
日
本
バ
ス
協
会
の
三
澤
会
長
︑
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
の
川
鍋
会
長
と
と
も
に
︑
小
此
木
八

郎
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
を
表
敬
訪
問

 

25
日 
▽ 

農
林
水
産
省
か
ら
︑
平
成
28
年
度
に
お
け
る
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に
伴
う
防
疫
対
応
等
に
協
力
し
た

団
体
等
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
感
謝
状
を
受
領

10
月	

1
日 

▽ 

安
全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク
）
認
定
制
度
Ｐ
Ｒ
の
た
め
︑﹁﹃
Ｇ
マ
ー
ク
知
っ
て
る
？
﹄
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂
と
東

名
・
海
老
名
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
上
り
）
で
の
Ｇ
マ
ー
ク
ラ
ッ
ピ
ン
グ
エ
ス
カ
レ
ー
タ
を
実
施
（
〜
11
月
30
日
）

	

2
日 

▽
宮
城
県
岩
沼
市
の
﹁
岩
沼
潮
除
須
賀
松
の
森
﹂
で
︑
平
成
29
年
度
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
森
﹂
植
樹
式
を
開
催
（
写
真
⑪
）

 

3
日 

▽
宮
城
県
仙
台
市
の
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で
第
22
回
﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会
﹂
を
開
催

 

21
日 

▽ 

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
安
全
運
転
中
央
研
修
所
（
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
）
で
第
49
回
﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
を
開
催
（
〜
22
日
）︒
内
閣
総
理
大
臣
賞
は
４
㌧
部
門
北
海
道
代
表
の
佐
藤
亮
介
さ
ん
（
日
本
通

運
㈱
北
海
道
警
送
支
店
）
が
受
賞
（
写
真
⑫
）

11
月	

7
日 

▽ 

坂
本
会
長
・
小
幡
副
会
長
は
︑
日
本
バ
ス
協
会
の
三
澤
会
長
︑
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
の
川
鍋
会
長
と
と

も
に
︑
自
民
党
の
岸
田
政
調
会
長
・
山
口
泰
明
組
織
運
動
本
部
長
を
表
敬
訪
問

 

８
日 

▽ 

警
察
庁
の
桝
田
好
一
交
通
局
長
に
対
し
︑
駐
車
規
制
見
直
し
の
早
期
実
現
な
ど
を
求
め
る
﹁
貨
物
集
配
中
の
車
両
に
係

る
駐
車
規
制
見
直
し
の
ト
ラ
ッ
ク
業
界
か
ら
の
要
望
書
﹂
を
提
出
（
写
真
⑬
）

 

10
日 

▽ 

自
民
党
自
動
車
議
員
連
盟
（
額
賀
福
志
郎
会
長
）
自
動
車
政
策
懇
談
会
と
同
党
予
算
・
税
制
等
に
関
す
る
政
策
懇
談
会

に
出
席
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
現
状
や
高
速
道
路
料
金
に
お
け
る
大
口
・
多
頻
度
割
引
最
大
50
％
の
継
続
な
ど
平

成
30
年
度
税
制
改
正
・
予
算
に
関
す
る
最
重
点
要
望
事
項
を
説
明

 

17
日 

▽ 

﹁
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
総
会
﹂
に
て
︑
平
成
30
年
度
税
制
改
正
・
予
算
に
関
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

か
ら
の
最
重
点
要
望
事
項
を
説
明
︒
同
日
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
で
開
催
さ
れ
た﹁
公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
問
題
議
員
懇
話
会
﹂

（
北
側
一
雄
会
長
）
で
も
同
内
容
を
要
望
・
説
明

 

20
日 

▽ 

第
49
回
﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
状
授
与
式
﹂
を
東
京
都
港
区
の
第
一
ホ
テ
ル
東
京
で
開
催
（
写

真
⑭
）

 

28
日 

▽ 

千
原
副
会
長
（
交
通
対
策
委
員
長
）
名
で
︑﹁
交
通
事
故
防
止
へ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
緊
急
要
請
﹂
を
実
施

 
 

▽ 

自
民
党
政
務
調
査
会
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・
道
路
調
査
会
に
て
︑
高
速
道
路
料
金
に
お
け
る
大
口
・
多
頻
度
割
引
最
大
50
％
の

継
続
等
︑
最
重
点
要
望
事
項
に
つ
い
て
説
明

 

30
日 

▽ 

徳
島
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
閉
鎖

 
 

▽ 

青
年
部
会
︑
東
京
都
大
田
区
の
東
京
都
立
六
郷
工
科
高
等
学
校
に
整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
を
寄
贈

12
月 

5
日 

▽ 

青
年
部
会
︑
沖
縄
県
沖
縄
市
の
沖
縄
県
立
美
来
工
科
高
等
学
校
に
整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
を
寄
贈

 

6
日 

▽ 

日
貨
協
連
と
連
名
で
石
川
雄
一
国
交
省
道
路
局
長
に
対
し
︑﹁
車
両
制
限
令
違
反
者
に
対
す
る
大
口
・
多
頻
度
割
引
停
止

措
置
等
に
関
す
る
要
望
書
﹂
を
提
出

 

7
日 

▽ 

第
１
７
３
回
﹁
理
事
会
﹂︑﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
会
議
﹂
を
開
催

 

14
日 

▽ 

平
成
29
年
度
安
全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク
）
と
し
て
︑
６
５
９
７
事
業
所
を
認
定
︒
総
認
定
事
業
所
数
は
２
万
４
４

８
２
事
業
所
に

 
 

▽ 

平
成
29
年
度
引
越
優
良
認
定
事
業
者
と
し
て
︑
２
４
１
事
業
者
（
１
６
２
０
事
業
所
）
を
認
定
︒
総
認
定
事
業
者
数
は
３

２
３
事
業
者
（
１
８
６
２
事
業
所
）
に

 
 

▽ 

女
性
部
会
設
立
に
係
る
会
議
お
よ
び
設
立
パ
ー
テ
ィ
開
催
︒
初
代
部
会
長
に
原
玲
子
氏

 

15
日 

▽ 

青
年
部
会
︑
香
川
県
坂
出
市
の
香
川
県
立
坂
出
工
業
高
等
学
校
に
整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
を
寄
贈

8
月 

3
日 

▽  

第
３
次
安
倍
晋
三
（
第
３
次
改
造
）
内
閣
発
足
︑
石
井
国
交
大
臣
は
留
任

 

4
日 

▽  

国
交
省
︑運
賃
と
料
金
の
定
義
を
明
確
化
す
る
た
め
の
通
達
を
発
出
す
る
と
と
も
に
︑﹁
標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
﹂

を
改
正
し
︑
11
月
４
日
に
施
行
す
る
と
発
表
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
お
け
る
運
賃
・
料
金
収
受
に
つ
い
て
︑
運
送
以

外
の
コ
ス
ト
を
適
切
に
収
受
で
き
る
よ
う
に
す
る

 
 

▽  

国
交
省
︑﹁﹃
基
準
緩
和
自
動
車
の
認
定
要
領
に
つ
い
て
（
依
命
通
達
）﹄
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
﹂
の
施
行
に
伴
い
︑

誘
導
車
配
置
条
件
車
両
誘
導
時
も
基
準
緩
和
認
定
申
請
が
可
能
に

 

22
日 

▽  

社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
（
分
科
会
長
・
石
田
東
生
筑
波
大
学
特
命
教
授
）︑
今
後
目
指
す
べ
き
道
路
政
策

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
建
議
を
ま
と
め
︑
国
交
省
に
提
出

 

28
日 

▽  

政
府
︑
第
２
回
﹁
自
動
車
運
送
事
業
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
﹂（
議
長
・
野
上
浩
太
郎
内
閣
官

房
副
長
官
）
を
開
催
︒
長
時
間
労
働
是
正
の
た
め
に
新
た
に
進
め
る
﹁
直
ち
に
取
り
組
む
施
策
﹂
63
施
策
ま
と
め
る

 

31
日 

▽  

国
交
省
︑﹁
生
産
性
革
命
本
部
﹂（
本
部
長
・
石
井
国
交
大
臣
）
を
開
催

9
月 

1
日 

▽  

貸
切
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
・
ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て
︑過
疎
地
域
に
お
け
る
旅
客
運
送
と
貨
物
運
送
の
事
業
の
﹁
か
け
も
ち
﹂

が
可
能
に

 

2
日 

▽  

国
交
省
︑
栃
木
県
栃
木
市
の
道
の
駅
﹁
に
し
か
た
﹂
で
自
動
運
転
の
実
証
実
験
を
実
施
（
〜
９
日
）

 

4
日 

▽  

石
井
国
交
大
臣
︑
神
奈
川
県
川
崎
市
の
ホ
ー
ム
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
社
（
ニ
ト
リ
グ
ル
ー
プ
）
等
を
訪
問
し
︑
ス
ワ
ッ
プ

ボ
デ
ィ
コ
ン
テ
ナ
車
両
を
視
察

 

6
日 

▽  

国
交
省
︑
長
野
県
伊
那
市
で
物
流
用
ド
ロ
ー
ン
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
検
証
実
験
を
実
施

 

7
日 

▽  

国
交
省
︑
徳
島
自
動
車
道
で
８
月
25
日
に
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
故
障
に
よ
り
停
車
し
て
い
た
貸
切
バ
ス
に
追
突
し
て
２
人

が
死
亡
し
︑
乗
客
14
人
が
負
傷
す
る
重
大
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
︑﹁
高
速
道
路
の
路
肩
駐
車
車
両
へ
の
追
突

事
故
防
止
の
た
め
の
取
組
み
の
徹
底
に
つ
い
て
﹂
を
通
達

 

14
日 

▽  

国
交
省
︑﹁
高
速
道
路
の
安
全
を
確
保
し
︑
使
い
や
す
さ
を
向
上
す
る
た
め
の
賢
い
取
組
の
方
向
性
﹂
案
を
ま
と
め
︑

社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
の
第
29
回
﹁
国
土
幹
線
道
路
部
会
﹂
に
提
示

 

20
日 

▽  

石
井
国
交
大
臣
︑
全
ト
協
な
ど
自
動
車
運
送
事
業
者
団
体
に
対
し
︑﹁
働
き
方
改
革
﹂
の
実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
今
年
度
末
ま
で
に
策
定
す
る
よ
う
要
請

 

22
日 

▽  

日
本
経
済
団
体
連
合
会
︑﹁
長
時
間
労
働
に
つ
な
が
る
商
慣
行
の
是
正
に
向
け
た
共
同
宣
言
﹂
を
公
表

 
 

▽  

厚
労
省
︑
今
年
１
〜
８
月
の
労
働
災
害
に
よ
る
死
亡
者
数
が
前
年
比
９
・
６
％
増
加
し
︑
特
に
８
月
単
月
の
死
者
数
が

57
・
１
％
増
の
66
人
と
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
を
受
け
︑
労
災
防
止
団
体
や
関
係
事
業
者
団
体
計
約
２
５
０
団
体
に

対
し
︑
労
働
基
準
局
安
全
衛
生
部
長
名
の
文
書
で
安
全
衛
生
活
動
の
総
点
検
な
ど
を
緊
急
要
請

 

25
日 

▽  

国
交
省
・
厚
労
省
︑
第
７
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善
中
央
協
議
会
﹂
お
よ
び
第
６
回

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
生
産
性
向
上
協
議
会
﹂
の
合
同
会
議
を
開
催

 

26
日 

▽  

国
交
・
経
済
産
業
両
省
︑
改
正
物
流
総
合
効
率
化
法
に
基
づ
く
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
計
画
５
件
を
共
同
で
初
認
定

 

29
日 

▽  

国
交
省
︑
輸
送
安
全
規
則
の
解
釈
・
運
用
通
達
が
一
部
改
正
︑
同
一
敷
地
内
で
貨
物
︑
旅
客
の
運
行
管
理
兼
務
が
可
能

に

10
月 

4
日 

▽  

国
交
省
︑﹁
無
人
航
空
機
の
目
視
外
及
び
第
三
者
上
空
等
で
の
飛
行
に
関
す
る
検
討
会
﹂
に
物
流
分
科
会
を
設
置
・
初

会
合

 

6
日 

▽  

厚
労
省
︑
平
成
29
年
版
﹁
過
労
死
等
防
止
対
策
白
書
﹂
を
公
表

 

19
日 

▽  

国
交
・
経
産
両
省
︑
宅
配
便
の
集
配
で
使
用
さ
れ
る
リ
ヤ
カ
ー
付
三
輪
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
ア
シ
ス
ト
力
（
人

が
ペ
ダ
ル
を
踏
む
力
に
対
し
て
駆
動
補
助
機
が
補
助
す
る
力
の
比
率
）
の
上
限
を
現
行
の
２
倍
か
ら
３
倍
に
引
き
上

げ
る
と
発
表

 

24
日 

▽  

国
交
省
︑
昨
年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
改
正
物
流
総
合
効
率
化
法
の
施
行
後
１
年
間
の
成
果
を
ま
と
め
︑
発
表
︒

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
約
２
０
０
人
分
の
省
力
化
効
果

 

27
日 

▽  

国
交
省
︑
自
動
車
局
安
全
政
策
課
長
お
よ
び
整
備
課
長
の
連
名
で
﹁
中
国
自
動
車
道
に
お
け
る
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
落
下

に
よ
る
事
故
を
受
け
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
緊
急
点
検
の
実
施
に
つ
い
て
﹂
を
︑
全
ト
協
な
ら
び
に
（
一
社
）
日
本
自
動

車
整
備
振
興
会
連
合
会
︑
日
本
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合
連
合
会
に
対
し
て
通
達

 

30
日 

▽  

国
交
省
︑
標
準
貨
物
利
用
運
送
約
款
等
の
一
部
改
正
を
告
示

 
 

▽  

平
成
29
年
﹁
自
動
車
関
係
功
労
者
大
臣
表
彰
式
﹂
開
催
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
関
係
は
69
人
が
受
賞
し
︑
石
井
国
交

大
臣
か
ら
受
領
代
表
の
須
藤
弘
三
宮
城
県
ト
協
会
長
へ
表
彰
状
を
授
与

11
月 

1
日	

▽  

新
東
名
高
速
道
路
の
新
静
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
〜
森
掛
川
Ｉ
Ｃ
間
の
上
下
線
約
50
㌔
㍍
に
つ
い
て
︑
最
高

速
度
を
試
験
的
に
時
速
１
１
０
㌔
㍍
へ
引
き
上
げ

	

4
日	

▽  

改
正
﹁
標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
﹂﹁
標
準
貨
物
利
用
運
送
約
款
等
﹂
施
行

 
 

▽  

運
賃
と
料
金
を
明
確
に
区
別
し
て
定
義
し
た
通
達
を
施
行

 

8
日 

▽  

国
交
省
︑
平
成
29
年
度
第
１
回
﹁
事
業
用
自
動
車
健
康
起
因
事
故
対
策
協
議
会
﹂
開
催
︒
運
転
者
の
疾
病
運
転
を
防

止
す
る
た
め
︑﹁
自
動
車
運
送
事
業
者
に
お
け
る
脳
血
管
疾
患
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
仮
称
）﹂
を
早
期
策
定
へ

 

9
日 

▽  

国
交
省
︑
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
の
第
14
回
﹁
物
流
小
委
員
会
﹂
に
て
取
り
締
ま
り
時
の
荷
主
情
報
の

収
集
な
ど
過
積
載
車
両
の
荷
主
対
策
を
提
示
︒
ま
た
︑
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
実
験
状
況
（
中
間
と
り
ま
と
め
）

と
し
て
︑
必
要
運
転
者
数
・
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
と
も
に
約
５
割
の
削
減
効
果

 

11
日 

▽  

中
山
間
地
域
の
自
動
運
転
︑
道
の
駅
（
島
根
県
飯
石
郡
﹁
赤
来
高
原
﹂・
滋
賀
県
東
近
江
市
﹁
奥
永
源
寺
渓
流
の
里
﹂）

で
実
験
開
始
︒
18
日
か
ら
は
茨
城
県
常
陸
太
田
市
・
道
の
駅
﹁
ひ
た
ち
お
お
た
﹂
で
も
開
始

 

15
日 

▽  

国
交
省
︑
第
２
回
﹁
標
準
引
越
運
送
約
款
改
正
検
討
会
﹂
を
開
催
し
︑
適
用
範
囲
の
拡
大
や
解
約
・
延
期
手
数
料
等

の
改
正
の
方
向
性
に
つ
い
て
大
筋
合
意

 

21
日 

▽  

国
交
省
︑
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
国
土
幹
線
道
路
部
会
に
て
︑
高
速
道
路
の
安
全
性
︑
信
頼
性
や
使
い

や
す
さ
を
向
上
さ
せ
る
取
組
基
本
方
針
案
ま
と
ま
る

12
月 

1
日 
▽  
東
北
自
動
車
道
の
花
巻
南
Ｉ
Ｃ
〜
盛
岡
南
Ｉ
Ｃ
間
の
上
下
線
約
27
㌔
㍍
に
つ
い
て
︑
最
高
速
度
を
試
験
的
に
時
速
１

１
０
㌔
㍍
へ
引
き
上
げ

 

12
日 

▽  
国
交
省
︑
過
積
載
車
両
の
荷
主
対
策
の
試
行
を
開
始

⑬

⑭ ⑫ ⑪

⑩ ⑨

トラック年
表
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 第150回 

年休を使ってアルバイ
トをしている社員を欠
勤扱いにしたいが

︻
解
説
︼
第
一
に
︑
御
社
と
し
て
は
︑

年
次
有
給
休
暇
を
取
り
消
し
︑
欠
勤

扱
い
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
︑

こ
の
点
に
つ
い
て
は
︑
ま
ず
︑﹁
で
き

な
い
﹂と
い
う
の
が
率
直
な
答
え
で
す
︒

と
申
し
ま
す
の
は
︑﹁
年
次
有
給
休
暇

を
労
働
者
が
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る

Ａ�「
利
用
目
的
は
自
由
」
だ
が
、

就
労
自
粛
の
要
請
や
服
務

規
律
違
反
の
検
討
も

　

最
近
、
社
員
の
一
人
が
年
次
有

給
休
暇
を
使
っ
て
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
就
業
規
則
の
兼
業
禁
止
規

定
に
も
触
れ
る
行
為
で
す
し
、
年

休
を
取
り
消
し
、
欠
勤
扱
い
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
問
題
な
い

で
し
ょ
う
か
。

か
は
労
働
者
の
自
由
で
あ
る
﹂
と
い

う
の
が
行
政
側
の
基
本
的
な
考
え
方

だ
か
ら
で
す
︒

　

こ
れ
は
︑
か
つ
て
労
働
基
準
法
第

39
条
（
年
次
有
給
休
暇
）
の
解
釈
に

つ
い
て
出
さ
れ
た
最
高
裁
の
判
決
（
昭

和
48
年
３
月
２
日
付
）
に
沿
っ
て
示

さ
れ
た
厚
生
労
働
省
の
行
政
解
釈

（
昭
和
48
年
３
月
６
日
付
︑
基
発
１

１
０
号
）
に
よ
る
も
の
で
︑
例
外
は

た
だ
一
つ
︑﹁
自
社
の
争
議
行
為
の
た

め
の
利
用
﹂
の
み
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

し
た
が
っ
て
︑
そ
れ
に
よ
れ
ば
︑
使

用
者
に
と
っ
て
は
不
本
意
な
こ
と
で

あ
り
ま
し
ょ
う
が
︑
使
用
目
的
が
た

と
え
ア
ル
バ
イ
ト
で
あ
っ
て
も
︑
年

次
有
給
休
暇
の
付
与
を
認
め
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

し
か
し
な
が
ら
︑
そ
も
そ
も
年
次

有
給
休
暇
に
は
︑﹁
労
働
者
の
心
身

の
疲
労
を
回
復
さ
せ
︑
労
働
力
の
維

持
培
養
を
図
る
﹂
と
い
う
き
わ
め
て

重
要
な
役
割
が
あ
り
︑
ア
ル
バ
イ
ト

就
労
が
︑
こ
れ
を
阻
害
し
て
し
ま
う

こ
と
は
明
ら
か
で
す
︒
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
か
ら
も
問

題
と
い
え
そ
う
で
す
︒

　

ま
た
︑
就
業
規
則
の
兼
業
禁
止
規

定
も
あ
り
ま
す
︒
御
社
を
は
じ
め
︑

多
く
の
会
社
で
は
︑
就
業
規
則
に
よ

り
︑
服
務
規
律
と
し
て
兼
業
禁
止
あ

る
い
は
二
重
就
業
禁
止
を
定
め
て
い

ま
す
︒
こ
れ
は
︑
一
つ
に
年
次
有
給

休
暇
の
趣
旨
と
似
て
い
ま
す
が
︑
労

働
者
が
時
間
外
や
休
日
に
ほ
か
で
労

働
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
精
神
的
・
肉

体
的
疲
労
の
回
復
が
妨
げ
ら
れ
て
し

ま
う
か
ら
で
す
︒
も
う
一
つ
は
︑
会

社
の
経
営
秩
序
と
対
外
的
信
用
︑
労

使
間
の
信
義
誠
実
の
原
則
（
信
義
則
）

等
と
い
う
こ
と
で
す
︒
特
に
︑
我
が

国
で
は
終
身
雇
用
の
傾
向
が
強
く
︑

労
働
者
の
会
社
に
対
す
る
誠
実
な
勤

務
義
務
と
︑
会
社
の
労
働
者
に
対
す

る
雇
用
上
の
生
活
保
障
と
い
う
信
義

則
の
関
係
が
重
視
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
す
︒
こ
う
し
た
信
義
則
に
も
と
る

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

　

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
︑
い

か
に
年
次
有
給
休
暇
の
利
用
目
的
が

労
働
者
の
自
由
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
て
も
︑
本
来
業
務
の
遂
行
に

支
障
が
あ
る
場
合
に
は
︑
ア
ル
バ
イ

ト
就
労
に
自
粛
を
求
め
る
な
ど
の
対

応
は
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
︒さ
ら
に
︑

支
障
の
程
度
に
よ
っ
て
は
就
業
規
則

の
服
務
規
律
違
反
と
い
う
こ
と
で
︑

懲
戒
処
分
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
︒

た
だ
︑
行
き
過
ぎ
る
と
︑
個
人
の
私

生
活
侵
害
等
と
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
り

ま
す
の
で
︑
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
︒

　

な
お
︑こ
の
兼
業
禁
止
に
つ
い
て
は
︑

現
在
︑
厚
生
労
働
省
の
有
識
者
検
討

会
で
︑モ
デ
ル
就
業
規
則
の
中
に
﹁
副

業
解
禁
﹂
を
盛
り
込
む
と
い
う
か
た

ち
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
︑
今

後
︑
取
り
扱
い
が
変
わ
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
の
で
︑
念
の
た
め
︒

　

川
端
運
輸
㈱
（
川
端
章
代

代
表
取
締
役
）
は
︑
現
社
長

の
父
親
が
昭
和
39
年
に
創
業

し
た
運
送
会
社
で
あ
る
（
川

端
運
送
店
と
し
て
創
業
︑
株

式
会
社
設
立
は
62
年
）︒
先

代
社
長
が
現
役
だ
っ
た
頃
か

ら
︑
同
社
で
は
﹁
安
全
︑
迅

速
︑
時
間
厳
守
﹂
を
守
り
な

が
ら
事
業
が
展
開
さ
れ
て
き

て
い
た
︒

　

川
端
社
長
が
同
社
に
入
社

し
た
の
は
︑
い
ま
か
ら
24
年

前
の
こ
と
で
あ
る
︒
当
時
の

同
社
で
は
︑
大
手
食
品
会
社

の
物
流
子
会
社
の
下
請
け
と

し
て
の
仕
事
が
全
体
の
８
割

ほ
ど
を
占
め
て
い
た
︒
物
流

子
会
社
の
所
長
は
︑
と
て
も

仕
事
に
厳
し
い
人
で
あ
っ
た

と
い
う
︒

　

平
成
９
年
︑
同
社
の
屋
台

骨
を
揺
る
が
す
よ
う
な
深
刻

な
出
来
事
が
起
こ
っ
た
︒
同

社
に
入
社
し
て
３
か
月
の
新

人
ド
ラ
イ
バ
ー
が
大
阪
か
ら

千
葉
県
柏
市
ま
で
の
乗
務
を

行
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
︒
こ

の
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
乗

務
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
途
中

で
飲
酒
を
し
︑
40
㌔
㍍
に
も

わ
た
っ
て
高
速
道
路
で
蛇
行

運
転
を
行
っ
た
挙
句
︑
静
岡

県
掛
川
市
付
近
で
静
岡
県
警

に
逮
捕
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒

警
察
か
ら
の
連
絡
を
受
け
︑

川
端
社
長
は
報
告
の
た
め
取

り
急
ぎ
物
流
子
会
社
に
向
か

っ
た
が
︑
物
流
子
会
社
の
所

長
か
ら
は
非
常
に
厳
し
い
叱

責
を
受
け
た
と
い
う
︒﹁
こ
の

ま
ま
で
は
取
引
が
打
ち
切
ら

れ
て
し
ま
い
︑
当
社
は
倒
産

し
て
し
ま
う
﹂
と
考
え
た
川

端
社
長
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
す
る
安
全
教
育
の
徹
底
を

決
心
し
た
︒

　

同
社
は
︑
川
端
社
長
の
父

親
が
先
代
社
長
を
︑
母
親
が

経
理
を
務
め
︑
姉
が
事
務
員

と
し
て
勤
務
し
て
い
る
と
い

う
家
族
経
営
の
運
送
事
業
者

で
あ
っ
た
︒
同
社
で
仕
事
を

し
て
い
た
義
理
の
兄
が
倒
れ
︑

そ
の
代
わ
り
と
し
て
入
社
し

た
川
端
氏
に
は
︑
そ
れ
ま
で

運
送
業
界
で
の
経
験
は
な
か

っ
た
︒
そ
こ
で
︑
物
流
子
会

社
の
安
全
担
当
者
を
訪
ね
︑

運
送
会
社
に
お
け
る
安
全
教

育
の
進
め
方
に
つ
い
て
指
導

を
受
け
た
︒
ま
た
︑
奈
良
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
の
勉
強
会

に
参
加
し
︑﹁
ど
う
す
れ
ば

効
果
的
な
安
全
教
育
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
の
か
﹂
と
研

究
を
重
ね
た
︒
さ
ら
に
︑
時

を
同
じ
く
し
て
︑
安
全
に
関

す
る
社
内
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

開
始
︒
始
め
た
当
初
は
真
剣

に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
よ

う
な
社
内
の
雰
囲
気
で
は
な

か
っ
た
そ
う
だ
が
︑
川
端
社

長
は
根
気
強
く
︑
安
全
教
育

を
少
し
ず
つ
着
実
に
積
み
重

ね
て
い
っ
た
︒
川
端
社
長
の

安
全
教
育
へ
の
真
摯
な
姿
勢

を
目
の
当
た
り
に
し
た
同
社

の
ド
ラ
イ
バ
ー
も
︑
徐
々
に

　

そ
れ
で
は
︑
同
社
に
お
け

る
安
全
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
見
て
い
こ
う
︒

　

同
社
に
は
︑
配
送
１
課
の

ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
﹁
安
全

衛
生
委
員
会
﹂
と
同
２
課
の

ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
﹁
環
境

品
質
委
員
会
﹂
が
設
置
さ
れ

て
い
る
︒
月
に
１
度
行
わ
れ
る

﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
﹂
で
は
︑
全
ド
ラ
イ
バ
ー

が
参
加
し
て
各
種
委
員
会
活

動
を
実
施
︒
危
険
予
知
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
（
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）
を
通

じ
て
安
全
へ
の
意
識
を
高
め

る
ほ
か
︑
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ

ラ
フ
で
取
得
し
た
デ
ー
タ
の

分
析
な
ど
を
行
っ
て
い
る
︒

ま
た
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
報

告
さ
れ
た
車
両
事
故
や
製
品

事
故
に
つ
い
て
は
︑
チ
ェ
ッ
ク

表
に
記
載
し
て
事
務
所
内
に

掲
出
︒
事
故
件
数
の
﹁
見
え

る
化
﹂
を
図
る
こ
と
で
︑
事

考
え
を
改
め
︑
安
全
へ
の
意

識
を
身
に
付
け
て
い
っ
た
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
安

全
教
育
強
化
が
徐
々
に
実
を

結
び
︑
16
年
に
安
全
性
優
良

事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク
）
認
定

を
取
得
︒
28
年
に
は
︑
優
秀

な
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
に
対
し

て
贈
ら
れ
る
﹁
Ｇ
マ
ー
ク
運

輸
局
長
表
彰
﹂
を
国
土
交
通

省
近
畿
運
輸
局
か
ら
受
け
て

い
る
（
別
掲
）︒

故
抑
止
に
繋
げ
て
い
る
︒

　

事
務
所
内
に
は
︑﹁
交
通

安
全
カ
レ
ン
ダ
ー
﹂﹁
安
全

荷
役
カ
レ
ン
ダ
ー
﹂
を
掲
出

し
て
い
る
（
写
真
①
）︒
車

両
事
故
防
止
・
製
品
事
故
防

止
を
図
る
た
め
︑
委
員
会
の

中
で
毎
月
安
全
標
語
を
定
め

て
カ
レ
ン
ダ
ー
に
記
載
す
る

と
と
も
に
︑
毎
日
の
事
故
発

生
状
況
に
応
じ
て
カ
レ
ン
ダ

ー
内
に
色
を
塗
っ
て
い
く
︒

そ
の
日
が
無
事
故
な
ら
ば

﹁
緑
色
﹂で
塗
ら
れ
る
た
め
︑

無
事
故
で
１
か
月
が
終
わ
る

と
﹁
緑
十
字
﹂
が
で
き
る
こ

と
に
な
る
︒
１
か
月
の
事
故

発
生
状
況
を
確
認
さ
せ
る
こ

と
で
︑
全
て
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

﹁
１
か
月
間
無
事
故
で
﹂
と

気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
し
て
︑

日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
い
う
︒

　

さ
て
︑
同
社
の
取
り
組
み

の
中
で
目
を
引
く
の
は
︑﹁
安

全
マ
ッ
プ
﹂（
写
真
②
）
の
作

成
で
あ
る
︒
こ
れ
は
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
情
報
の
発
生
地

点
を
マ
ッ
プ
に
落
と
し
込
ん

　

同
社
の
安
全
へ
の
取
り
組

み
で
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自

分
た
ち
で
考
え
︑自
発
的
に
︑

そ
し
て
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
︒

こ
こ
で
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

自
発
性
を
高
め
る
た
め
の
方

策
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に

し
た
い
︒

　

川
端
社
長
に
よ
る
と
︑
か

つ
て
は
﹁
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
﹂

だ
っ
た
と
い
う
︒
先
述
の
通

り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
逮
捕
と

い
う
会
社
の
危
機
に
直
面
し

た
川
端
社
長
は
﹁
安
全
教
育

強
化
﹂
を
打
ち
出
し
て
い
た

が
︑
始
め
た
当
初
は
必
ず
し

も
ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
が
自
発

的
に
取
り
組
み
を
進
め
る
の

で
は
な
く
︑﹁
社
長
が
言
う

か
ら
取
り
組
ん
だ
﹂
と
い
う

よ
う
な
状
況
だ
っ
た
︒
そ
う

し
た
会
社
の
状
況
を
変
え
る

大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
が
︑
26
年
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
３
９

０
０
１
認
証
取
得
で
あ
る
︒

　

川
端
社
長
は
︑﹁
輸
送
の

プ
ロ
と
し
て
︑
安
全
の
レ
ベ

ル
を
よ
り
高
め
た
い
﹂
と
い

う
思
い
か
ら
︑
Ｉ
Ｓ
Ｏ
３
９

０
０
１
取
得
を
決
断
︒
ド
ラ

イ
バ
ー
の
中
か
ら
リ
ー
ダ
ー

を
決
め
て
︑
Ｉ
Ｓ
Ｏ
３
９
０

０
１
取
得
に
向
け
て
の
勉
強

を
始
め
さ
せ
た
︒
始
め
た
当

初
は
︑
参
加
し
た
ド
ラ
イ
バ

ー
の
反
応
は
鈍
か
っ
た
も
の

の
︑
回
数
を
重
ね
る
う
ち
に

ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
の
色
が
徐

だ
も
の
で
あ
る
︒

　

こ
の
安
全
マ
ッ
プ
は
常
時

ド
ラ
イ
バ
ー
休
憩
室
に
貼
り

出
し
て
あ
り
︑﹁
ど
の
場
所
で

事
故
が
起
こ
り
や
す
い
の
か
﹂

が
視
覚
的
に
分
か
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
︒
ま
た
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
提
出
さ
れ
た
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
情
報
は
︑
フ
ァ
イ

リ
ン
グ
さ
れ
た
状
態
で
ド
ラ

イ
バ
ー
が
い
つ
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
た
め
︑﹁
そ
の
地
点
を
通

過
す
る
際
に
は
︑
何
に
気
を

付
け
る
べ
き
な
の
か
﹂
も
確

々
に
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
の
中
に
自
発
性

が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
で
Ｉ

Ｓ
Ｏ
３
９
０
０
１
取
得
へ
の
取

り
組
み
も
熱
を
帯
び
︑
取
得

し
た
頃
に
は
ド
ラ
イ
バ
ー
た

ち
自
身
で
安
全
輸
送
の
実
現

に
向
け
て
の
﹁
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
﹂
が
回
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

　
﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
３
９
０
０
１
取
得

を
通
じ
て
︑
安
全
に
向
け
て

の
会
社
の
仕
組
み
づ
く
り
が

で
き
た
こ
と
は
︑
当
社
に
と

っ
て
は
非
常
に
大
き
な
効
果

に
な
り
ま
し
た
﹂（
川
端
社
長
）

　

毎
月
１
回
の
ド
ラ
イ
バ
ー

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
︑
グ
ル

ー
プ
討
論
の
場
も
設
け
ら
れ

て
い
る
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち

が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
︑
テ

ー
マ
に
沿
っ
て
﹁
ど
う
す
れ

ば
よ
り
安
全
性
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
﹂
と
活
発

な
討
論
を
展
開
︒
そ
の
後
︑

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ま
と
ま
っ

た
内
容
を
発
表
す
る
と
と
も

に
︑
他
の
グ
ル
ー
プ
の
意
見

認
で
き
る
︒
な
お
︑
現
時
点

で
奈
良
県
内
の
マ
ッ
プ
は
完

成
し
て
お
り
︑
今
後
大
阪
府

に
つ
い
て
も
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
情

報
を
取
り
ま
と
め
て
マ
ッ
プ

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
し
て
い

る
︒

　

ま
た
︑
同
社
で
は
出
庫
前

と
帰
庫
後
の
点
呼
と
と
も
に
︑

﹁
中
間
点
呼
﹂
を
全
員
に
実

施
し
て
い
る
︒
ド
ラ
イ
バ
ー

に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
行
わ
れ
る
朝
の
対

面
点
呼
で
は
︑
運
行
管
理
者

が
目
視
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
出

も
聞
き
︑
良
い
と
こ
ろ
を
取

り
入
れ
て
今
後
の
安
全
輸
送

へ
の
取
り
組
み
に
活
か
し
て

い
く
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　

ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
も

新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
も
一
緒
に

な
っ
て
議
論
す
る
こ
と
で
︑

新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て

は
安
全
へ
の
知
識
を
増
や
す

機
会
に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
︑
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ

バ
ー
に
と
っ
て
も
安
全
の
大

切
さ
を
再
認
識
さ
せ
る
き
っ

か
け
に
も
な
る
︒
Ｉ
Ｓ
Ｏ
３

９
０
０
１
取
得
を
機
に
︑
こ

う
し
た
グ
ル
ー
プ
討
論
の
場

で
も
ド
ラ
イ
バ
ー
が
積
極
的

に
発
言
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
︒

　

同
社
で
は
︑﹁
会
社
の
仕

事
を
通
じ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
が

成
長
し
て
い
く
こ
と
が
︑
会

社
の
成
長
に
も
繋
が
っ
て
い

く
﹂
と
の
考
え
か
ら
︑
採
用

面
接
の
際
に
も
応
募
者
に
対

し
て
︑﹁
当
社
は
﹃
学
習
型

企
業
﹄
を
目
指
す
﹂
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
︒
同
社

で
は
最
近
20
代
の
若
い
新
人

ド
ラ
イ
バ
ー
が
３
人
入
社
し

て
い
る
が
︑
彼
ら
は
こ
う
し

た
会
社
の
姿
勢
に
共
感
し
︑

﹁
誇
り
を
も
っ
た
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
り
た
い
﹂

と
の
高
い
志
を
も
っ
て
入
社

し
て
き
た
と
い
う
︒

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
３
９
０
０
１
取
得

を
通
じ
て
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

意
識
が
大
き
く
変
わ
っ
た
︒

同
社
は
３
年
前
に
創
業
50
周

年
を
迎
え
た
が
︑
川
端
社
長

は
そ
の
際
に
︑
同
社
の
ベ
テ

発
前
の
健
康
状
況
な
ど
を
確

認
︒
そ
の
後
︑
午
前
９
時
半

に
行
わ
れ
る
中
間
点
呼
で

は
︑
携
帯
電
話
で
出
発
後
の

健
康
状
況
や
当
日
の
配
送
状

況
の
確
認
を
実
施
︒
朝
点
呼

と
中
間
点
呼
の
ダ
ブ
ル
チ
ェ

ッ
ク
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
体
調

を
見
極
め
︑
健
康
起
因
事
故

防
止
に
繋
げ
て
い
る
︒一
方
︑

帰
庫
後
の
点
呼
は
必
ず
対
面

点
呼
で
実
施
さ
れ
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
疲
労
状
況
な
ど
を
確

認
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
﹁
昔

と
は
違
い
︑
当
社
は
良
い
会

社
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
︒
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
﹂
と

の
感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
︑

花
束
を
贈
呈
さ
れ
た
と
い

う
︒一
方
で
先
述
の
よ
う
に
︑

同
社
に
入
社
し
て
く
る
新
人

ド
ラ
イ
バ
ー
も
高
い
意
識
を

も
っ
て
入
社
し
て
き
て
い
る
︒

　

こ
う
し
た
社
員
の
期
待
に

応
え
る
べ
く
︑
同
社
で
は
社

内
で
の
安
全
へ
の
取
り
組
み

で
︑
改
革
さ
せ
る
一
方
︑
毎

月
１
回
の
ド
ラ
イ
バ
ー
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
ほ
か
に
全
員
参

加
の
﹁
学
習
会
﹂
を
実
施
︒

か
つ
て
は
年
１
回
の
開
催
だ

　

川
端
社
長
に
今
後
の
取
り

組
み
を
聞
く
と
︑﹁
ド
ラ
イ

バ
ー
に
健
康
で
長
く
勤
め
続

け
て
も
ら
い
た
い
﹂
と
の
思

い
か
ら
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健

康
維
持
へ
の
取
り
組
み
も
進

め
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
︒

そ
の
中
で
も
︑
月
に
１
︑
２

回
程
度
ス
ポ
ー
ツ
整
体
師
を

招
き
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
福
利

厚
生
も
兼
ね
て
整
体
を
実
施

し
て
い
る
︒
ま
た
︑
学
習
会

の
中
で
﹁
バ
ラ
ン
ス
の
い
い
食

事
の
と
り
方
﹂
や
﹁
日
頃
の

運
動
の
大
切
さ
﹂
な
ど
を
学

ぶ
機
会
を
設
け
る
な
ど
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
健
康
起
因
事
故

防
止
に
向
け
て
の
取
り
組
み

っ
た
が
︑
現
在
で
は
年
２
回

実
施
し
て
い
る
︒
さ
ら
に
︑

ク
レ
フ
ィ
ー
ル
湖
東
な
ど
外

部
施
設
で
の
﹁
安
全
運
転
研

修
﹂な
ど
も
取
り
入
れ
て
い
る
︒

　

な
お
︑
毎
年
の
取
り
組
み

に
関
し
て
は
︑
毎
年
１
回
行

わ
れ
る﹁
経
営
方
針
発
表
会
﹂

の
中
で
取
り
組
み
状
況
を
振

り
返
り
な
が
ら
︑
行
動
計
画

の
中
で
次
年
度
の
目
標
を
打

ち
出
し
て
い
る
︒

を
始
め
て
い
く
と
い
う
︒

　

最
後
に
︑
事
故
防
止
に
向

け
て
の
決
意
を
川
端
社
長
に

伺
っ
た
︒

　
﹁﹃
人
間
は
成
長
し
て
い
く

も
の
﹄
で
あ
り
︑
仕
事
を
通

じ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
成
長
を

促
し
て
い
く
こ
と
が
会
社
と

し
て
の
使
命
だ
と
考
え
て
い

ま
す
︒
当
社
で
安
全
へ
の
取

り
組
み
を
始
め
た
当
初
は
︑

メ
モ
を
と
る
た
め
の
鉛
筆
す

ら
持
っ
て
こ
な
か
っ
た
ド
ラ
イ

バ
ー
も
い
た
ほ
ど
で
し
た
︒

し
か
し
︑
い
ま
で
は
ド
ラ
イ

バ
ー
は
す
っ
か
り
安
全
教
育

に
対
し
て
前
向
き
に
な
り
ま

し
た
︒
誰
に
と
っ
て
も
︑
事

故
は
﹃
起
こ
し
た
く
て
起
こ

し
て
い
る
﹄
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
︒
当
社
と
し
て
は
︑

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
様
々

な
取
り
組
み
を
継
続
さ
せ
て

い
き
な
が
ら
︑﹃
安
全
輸
送

こ
そ
が
何
よ
り
も
大
事
﹄
と

い
う
風
土
を
会
社
全
体
に
し

っ
か
り
と
根
付
か
せ
て
い
き

ま
す
︒
そ
し
て
︑
当
社
の
ド

ラ
イ
バ
ー
に
は
︑
安
全
輸
送

の
実
現
に
向
け
た
日
頃
の
取

り
組
み
を
通
じ
て
︑
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
い
う
仕
事

に
対
し
て
一
層
誇
り
を
感
じ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
川
端
運
輸
㈱��

川
端
章
代
代
表
取
締
役
、
川

端
真
也
専
務
取
締
役

ド
ラ
イ
バ
ー
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
会
社
の
使
命

取
り
組
み
通
じ「
誇
り
を
感
じ
ら
れ
る
職
場
」に

川端　章代
代表取締役

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
の
各
企
業
で
の
優
良
な
交
通
事
故
防
止
対

策
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
会
社
を
襲
っ
た
深
刻
な
事
態
を
受

け
て
安
全
教
育
強
化
を
決
意
し
︑
事
故
防
止
へ

の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
て
い
る
︑
奈
良
県
大

和
郡
山
市
の
川
端
運
輸
㈱
を
紹
介
し
ま
す
︒

G マーク取得事業所に対する
国土交通省表彰（地方運輸局長等）について
　全日本トラック協会によって審査基準の策定・認定などが行われる
Gマーク事業所について、国土交通省では平成 26年度から、さらに
一定の高いレベルにある事業所に対する「地方運輸局長表彰」「運
輸支局長表彰」を実施しています。

◆表彰者および表彰対象者について

地方運輸局長表彰 運輸支局長表彰
Gマークを連続して 10年以上取得し
ていること。かつ総合評価 90点以上
または安全性に対する取組の積極性
の評価点が 15点以上であること

Gマークを連続して 10年以上取得し
ていること

運転者教育が 2か月に 1回程度実施
され、ISO 基準など国の基準以上の
教育が実施されていること

運転者教育が定期的に実施されてい
ること

デジタル式運行記録計またはドライ
ブレコーダーが装着されていること
（配置車両の 100％）

デジタル式運行記録計またはドライ
ブレコーダーが装着されていること
（配置車両の 90％）

荷主からの表彰、安定的な財政基盤
の確保、または、輸送の安全に係る
表彰を受けていること

荷主からの評価、安定的な経営の確
保、または、運転記録証明書による
運転者への指導が行われていること

※なお、川端運輸㈱は、平成２８年度近畿運輸局長表彰を受けている。

川
端
運
輸
株
式
会
社
（
奈
良
県
大
和
郡
山
市
）

第
13
回

会
社
を
揺
る
が
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
飲
酒
運
転

「
安
全
教
育
徹
底
」
を
決
心
し
強
力
に
推
進

「安全輸送こそが何よりも大事」
ドライバーの自発性を高め 安全への意識を向上

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
情
報
を
収
集
し
マ
ッ
プ
を
作
成

事
故
防
止
へ
の
思
い
を
ひ
と
つ
に
す
る「
緑
十
字
」

Ｉ
Ｓ
Ｏ
３
９
０
０
１
取
得
を
機
に
自
発
性
が
向
上

業
務
を
通
じ
理
解
深
め
る「
学
習
型
企
業
」へ

企業プロフィール
■	社　　　名� 川端運輸㈱
■	本社所在地� 奈良県大和郡山市今国府町690
■	代　表　者	 代表取締役　川端　章代 
■	創　　　業� 昭和39年12月
■	資　本　金� 1,500万円
■	社　員　数� 28人（うちドライバー24人）
■	車　両　数� 25台

スポーツ整体師を招いて整体を行うなど、健康起因事故防止にも取り組んでいる

トラックの助手席側のピラーには巻き込み事故
への注意を喚起するステッカーを貼っている

毎日の事故発生状況が一目で分かる「安全荷
役カレンダー」

ドライバーから寄せられたヒヤリハット情報を
記載した「安全マップ」
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食
　
文
　
化

ほんのヒトコマ ［第11回］

サンタの国ニュース…「今年からドローンを使った配送が始まりました!!」

120「
滋
味
の
ふ
る
さ
と
⑧
」 

椎
茸
は
干
し
て
こ
そ
の
美
味

　

別
府
は
至
る
所
で
湯
煙
が

た
な
び
い
て
い
る
︒
市
内
に

数
百
も
温
泉
が
あ
り
︑
湧ゆ

う
し
ゅ
つ出

量
も
日
本
一
な
の
だ
︒
温
泉

好
き
な
ら
ず
と
も
う
ず
う
ず

し
て
く
る
が
︑
今
回
は
︑
車

で
椎
茸
山
へ
向
か
お
う
︒

　

別
府
の
椎
茸
栽
培
は
17
世

紀
か
ら
始
ま
り
︑
生
産
量
日

本
一
の
う
え
︑
シ
ェ
ア
は
な
ん

と
４
割
も
あ
る
と
い
う
︒

　

温
泉
街
を
抜
け
︑
山
道
を

ぐ
い
ぐ
い
登
っ
た
鶴
見
岳
の

標
高
５
０
０
㍍
地
点
︒
原
木

椎
茸
一
筋
半
世
紀
の
田
中
信

行
さ
ん
に
聞
い
た
ら
︑

﹁
椎
茸
菌
が
好
む
樹
液
を
た

っ
ぷ
り
含
み
︑
菌
が
じ
っ
く

り
育
つ
分
厚
い
ち
り
め
ん
状

の
樹
皮
が
最
高
な
の
で
︑
ほ

だ
木
は
ク
ヌ
ギ
を
使
い
ま
す
﹂

﹁
秋
に
切
り
倒
し
て
原
木
を

ど
が
不
可
欠
な
条
件
な
の
だ
︒

　

ま
た
︑
椎
茸
菌
に
は
様
々

な
品
種
が
あ
る
が
︑
田
中
さ

ん
の
好
み
は
﹁
１
９
３
号
﹂︒

傘
が
く
る
り
と
強
く
巻
き
込

み
︑
裏
側
の
ひ
だ
も
く
っ
き

り
︒
干
し
椎
茸
に
し
た
と
き

に
︑形
が
ぴ
た
り
と
決
ま
る
︒

　

や
が
て
︑
丸
太
の
内
部
で

菌
糸
が
成
熟
す
る
と
︑
硬
い

木
肌
を
破
っ
て
チ
ビ
椎
茸
が

家
庭
で
干
し
椎
茸
を
使
う
と

き
は
︑
短
時
間
で
も
天
日
に

あ
て
て
か
ら
戻
す
と
︑
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
が
格
段
に
増
え
る
︒

　

本
場
で
は
︑
戻
し
て
薄
味

を
つ
け
て
か
ら
昆
布
締
め
に

す
る
﹁
椎
茸
の
松
前
造
り
﹂

が
人
気
︒
噛
む
ほ
ど
に
美
味

が
湧
き
出
て
く
る
の
で
︑
ぜ

ひ
お
試
し
い
た
だ
き
た
い
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

つ
く
り
︑
春
が
来
た
ら
電
気

ド
リ
ル
で
穴
を
開
け
︑
種
駒

を
打
ち
込
み
ま
す
︒
後
は
立

て
か
け
た
り
︑寝
か
し
た
り
﹂

　

た
だ
し
︑
原
木
を
た
だ
立

て
か
け
て
お
い
て
も
︑
椎
茸

は
育
た
な
い
︒
木
漏
れ
日
が

や
さ
し
く
差
し
込
む
ぐ
ら
い

の
明
る
さ
︑朝
晩
の
温
度
差
︑

適
度
な
湿
り
気
︑
積
算
温
度

が
十
分
足
り
て
い
る
こ
と
な

顔
を
出
し
︑成
長
し
始
め
る
︒

し
っ
か
り
肉
厚
だ
か
ら
︑
ア

ワ
ビ
に
似
た
食
感
が
あ
り
︑

山
の
息
吹
の
よ
う
な
香
り
が

頼
も
し
く
口
中
に
広
が
る
︒

　

収
穫
後
は
︑
乾
燥
機
で
丸

一
日
か
け
て
干
し
上
げ
る
︒

﹁
う
ま
味
が
凝
縮
し
︑
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
も
増
え
る
の
だ
か

ら
︑
ぜ
ひ
と
も
干
さ
ん
と
あ

か
ん
﹂と
田
中
さ
ん
︒
な
お
︑

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜進路変更・転回編〜
 【解 答】３面に問題

❶ ×（法第26条の2第3項 標識令・規制標
示102の2）黄色の実線の車両通行帯があ
る場所は進路変更が禁止されており、追
い越しのためにその線をこえることはでき
ない。 
❷ ○（法第26条の2第3項 標識令・規制
標示102の2）黄色の実線の車両通行帯
がある場所は進路変更が禁止されている
が、緊急自動車に進路を譲る場合や、道
路工事等によりその車両通行帯が通行で
きない場合は、その線をこえて進路変更
をすることができる。
❸ ○（法第26条の2第2項）車両は、進路

を変更した場合にその変更した後の進路
と同一の進路を後方から進行してくる車
両等の速度又は方向を急に変更させるこ
ととなるおそれがあるときは、進路を変更
してはならない。
❹ ×（法第25条の2第2項　標識令・規制
標識313・規制標示101）転回禁止の標識
や標示には、後退を禁止するという規定
はない。
❺ ×（施行令第21条）進路変更の合図は、
その行為をしようとする3秒前だが、転回
するときの合図は、その行為をしようとす
る地点から30メートル手前の地点である。

全ト協 30年度税制改正要望事項 平成30年度与党税制改正大綱の内容
１. 自動車関係諸税の簡素化・軽減の実現
�

⑴�一般財源化により課税根拠を失った軽油引取税の旧暫
定税率廃止

・ 平成21年度税制改正において軽油引取税が一般財源化された際、税率水
準の検討を行ったが、地球温暖化対策の観点、また国・地方の苦しい財政
状況を踏まえて税率水準を維持することとされた経緯等を踏まえて、検討
すべきとされており、要望は見送られた。

⑵�自動車税の引下げ
・ 平成29年度大綱において「平成31年度税制改正までに、安定的な財源を
確保し、地方財政に影響を与えないよう配慮しつつ、自動車の保有に係る
税負担の軽減に関し総合的な検討を行い、必要な措置を講ずる」とされて
いる。

⑶�自動車税における営自格差見直し反対 ・ 自動車税における営自格差の見直しは阻止することができた。

⑷�自動車重量税の道路特定財源化
・ 平成29年度大綱において「今後、（エコカー減税の）適用期限の到来にあ
わせ、見直しを行うに当たっては、政策インセンティブ機能の強化、実質的
な税収中立の確保、原因者負担・受益者負担としての性格、応益課税の原
則、市場への配慮等の観点を踏まえる」とされている。

２. 特例措置の延長・拡充
�

⑴ �ASV（先進安全自動車）特例措置の延長・拡充
・ 適用対象となる装置に車線逸脱警報装置が追加されたほか、適用要件
等の見直し・拡充の上、自動車重量税に関する特例措置については適
用期限が３年間延長された（別掲）。

⑵�自動車取得税における免税制度（取得価格50万円以
下）の延長 ・ 適用期限は１年６か月延長された。

⑶�雇用促進税制の延長
・ 通常の雇用促進税制（同意雇用開発促進地域に係る措置）について、
適用期限の到来をもって廃止することとされた。なお、地方拠点強化税
制における雇用促進税制については、改組の上、適用期限が２年間延
長された。

⑷�所得拡大促進税制の延長
・ 一定の要件を満たした場合は給与等支給増加額の最大20％（中小企
業においては25％）の税額控除を可能とするなど、改組・拡充の上、適
用期限が３年間延長された。

⑸�少額資産即時償却の延長 ・ 適用期限は２年間延長された。
⑹�物流効率化法に基づく特例措置の延長 ・ 適用期限は２年間延長された。

３. トラック協会が運営する地域防災・災害対策関連施設等について固定資産税の軽減措置の適用 ・ 固定資産税の軽減措置の適用について、要望は見送られた。

【自動車重量税・自動車取得税におけるＡＳＶ特例措置の概要】
○平成30年度与党税制改正大綱において決定された、装着する装置・車両総重量区分ごとの措置内容は下記の通り。
　※対象装置：①車両安定性制御装置、②衝突被害軽減制動制御装置、③車線逸脱警報装置�（新）

○自動車重量税

車両総重量 平成30年 5月1日～
平成30年10月31日

平成30年11月1日～
平成31年10月31日

平成31年11月1日～
平成32年10月31日

平成32年11月1日～
平成33年 4月30日

①・②・③の内
２以上の装着

3.5t 超 8t 以下のトラック 75％軽減 ―
8t 超 20t 以下のトラック 75％軽減 ―

①及び②の装着 20t 超 22t 以下のトラック 50％軽減 ―

①又は②の装着
3.5t 超 8t 以下のトラック 50％軽減 ―
8t 超 20t 以下のトラック 50％軽減 ―

③を装着
3.5t 超 8t 以下のトラック 25％軽減 ―
8t 超 20t 以下のトラック 25％軽減 ―
20t 超 22t 以下のトラック 25％軽減 ―

①・②・③
全て装着

3.5t 超 8t 以下のトラック ― 50％軽減
8t 超 20t 以下のトラック ― 50％軽減

※�20t超22t以下のトラックについて、①・②・③を全て装着した場合は、それぞれの措置による控除額が合算されず、50％軽減の措置のみ
適用される。

○自動車取得税
車両総重量 平成30年 4月1日～平成30年10月31日 平成30年11月1日～平成31年 3月31日

③を装着
3.5t 超 8t 以下のトラック 175 万円控除
8t 超 20t 以下のトラック 175 万円控除 ―
20t 超 22t 以下のトラック 175 万円控除

※下表は平成29年度税制改正による措置内容（引き続き適用可）。
車両総重量 平成29年 4月1日～平成30年10月31日 平成30年11月1日～平成31年 3月31日

①及び②を装着
3.5t 超 8t 以下のトラック 525 万円控除
8t 超 20t 以下のトラック 525 万円控除 350 万円控除
20t 超 22t 以下のトラック 350 万円控除 ―

①又は②を装着
3.5t 超 8t 以下のトラック 350 万円控除
8t 超 20t 以下のトラック 350 万円控除 ―

※�3.5t超20t以下のトラックについて、①及び③を装着した場合又は②及び③を装着した場合は、それぞれの措置による控除額が合算される。
※�①・②・③を全て装着した場合は、それぞれの措置による控除額が合算されず、措置内容は①及び②を装着した場合と同じ。

（速報・1面に関連）

平成30年度税制改正の要望と結果全
ト
協

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

平
成
30
年
１
月
４
日
か
ら
１

月
31
日
ま
で
︑
平
成
29
年
度

中
央
近
代
化
基
金
﹁
補
完
融

資
﹂﹁
燃
料
費
対
策
特
別
融

資
﹂
の
追
加
公
募
を
実
施
す

る
︒
推
薦
総
枠
は
︑
補
完
融

平
成
29
年
度
中
央
近
代
化
基
金
「
補
完
融
資
」

「
燃
料
費
対
策
特
別
融
資
」
推
薦
申
込
追
加
公
募

平
成
30
年
１
月
４
日
か
ら
１
月
31
日
ま
で

資
20
億
円
︑
燃
料
費
対
策
特

別
融
資
10
億
円
︒
対
象
事
業

は
︑補
完
融
資
が
︑ト
ラ
ッ
ク

タ
ー
ミ
ナ
ル
・
配
送
セ
ン
タ
ー

等
の
物
流
施
設
の
整
備
に
要

す
る
資
金
や
福
利
厚
生
施
設

の
整
備
に
要
す
る
資
金
︑
荷

役
機
械
購
入
に
要
す
る
資
金

な
ど
で
︑車
両
購
入
お
よ
び
改

造
は
除
く
︒
融
資
限
度
額
は

事
業
規
模
が
１
億
円
以
上
50

億
円
以
内
の
大
規
模
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
︑投
資
額
の
30
％
︒

　

燃
料
費
対
策
特
別
融
資
で

は
︑
ポ
ス
ト
新
長
期
規
制
適

合
車
で
か
つ
平
成
27
年
度
燃

費
基
準
を
達
成
し
た
車
両
の

導
入
に
必
要
な
資
金
︑
ま
た

は
自
家
用
燃
料
供
給
施
設
整

備
に
必
要
な
資
金
で
︑
３
千

万
円
を
限
度
と
す
る
︒

　

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

や
融
資
条
件
の
詳
細
等
に
つ

い
て
は
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒
問
い

合
わ
せ
は
︑
各
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
ま
た
は
全
ト
協

経
営
改
善
事
業
部
（
☎
03
・

３
３
５
４
・
１
０
５
６
）︒
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▼
ホ
ー
ム
の

電
柱
の
前

に
︑
小
さ
な

小
鳥
が
横
た

わ
っ
て
い
ま

し
た
︒
白
黒
の
濃
淡
が
鮮
明
で
︑
長
い

尾
を
上
下
に
振
る
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
で
し

た
︒
主
に
春
夏
は
北
日
本
で
︑
秋
冬
は

積
雪
の
な
い
地
域
で
︑
単
独
か
つ
が
い

で
行
動
し
ま
す
︒
最
寄
り
駅
ま
で
の
河

川
や
農
耕
地
で
よ
く
見
か
け
る
愛
嬌
の

あ
る
小
鳥
で
す
︒
カ
ラ
ス
な
ど
大
型
の

鳥
か
ら
の
攻
撃
か
︑
人
間
と
接
触
し
た

の
か
︑
理
由
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
︑
冷

た
い
ホ
ー
ム
の
上
で
そ
の
小
さ
な
命
を

終
え
た
の
は
無
念
だ
っ
た
で
し
ょ
う
︒

ホ
ー
ム
の
上
の
橋
桁
で
︑﹁
チ
ュ
チ
ュ

ン
﹂
と
悲
し
そ
う
に
哭
い
て
い
る
の

は
︑
つ
が
い
の
片
方
な
の
で
し
ょ
う

か
︒
▼
山
林
や
里
山
が
減
少
し
︑
本
来

は
来
る
は
ず
の
な
い
生
き
物
が
︑
人
間

の
住
む
エ
リ
ア
内
に
入
ら
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
︒
共
存

と
は
い
う
も
の
の
︑
言
葉
が
通
じ
よ
う

も
な
く
お
互
い
の
主
張
を
理
解
で
き
る

は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
︒
▼
鳥
同
士
が
︑

何
を
語
り
合
っ
て
い
る
の
か
︒
こ
ん
な

素
朴
で
奥
の
深
い
テ
ー
マ
に
挑
ん
だ
学

者
が
い
ま
し
た
︒
鳥
の
鳴
き
声
は
︑
繁

殖
に
関
わ
る
﹁
囀
り
﹂
と
仲
間
同
士
と

の
連
絡
に
関
わ
る
﹁
地
鳴
き
﹂
の
２
種

類
に
分
類
さ
れ
る
と
の
こ
と
︒
耳
を
澄

ま
す
と
︑
時
間
や
場
所
に
よ
っ
て
地
鳴

り
の
声
も
様
々
に
変
化
し
︑
興
味
深
い

で
す
︒
そ
の
数
15
種
類
の
鳴
き
方
が
あ

る
と
の
こ
と
で
︑
こ
れ
は
立
派
な
会
話

に
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
︒
会
話
が
出
来

て
︑
お
互
い
の
思
い
の
丈
を
表
現
で
き

る
人
間
は
素
晴
ら
し
い
で
す
︒
▼
で

も
︑
自
ら
の
表
現
を
上
手
く
出
来
ず
に

損
を
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
︒
何
度
も

接
す
る
う
ち
に
︑
や
っ
と
そ
の
人
の
人

柄
や
考
え
を
自
分
な
り
に
理
解
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
︒
反
対
に
︑
自
ら
の
主

義
・
主
張
を
貫
こ
う
と
す
る
と
︑
壁
が

幾
重
に
も
立
ち
は
だ
か
り
ま
す
︒
▼
夏

目
漱
石
の
小
説
﹃
草
枕
﹄
の
冒
頭
に
︑

﹁
と
か
く
に
人
の
世
は
住
み
に
く
い
﹂

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
︒
ご
く

普
通
で
い
る
こ
と
が
何
よ
り
と
は
い
う

も
の
の
︑
や
は
り
﹁
渡
る
世
間
は
鬼
ば

か
り
﹂
の
覚
悟
が
必
要
で
す
︒﹁
鬼
﹂

と
い
う
と
︑
人
間
に
悪
行
を
重
ね
る
非

道
極
ま
り
な
い
怪
物
で
す
︒
こ
の
怪
物

は
︑
人
間
が
作
り
上
げ
た
歪
ん
だ
魂
を

偶
像
化
し
た
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
︒

▼
12
月
の
こ
の
時
期
は
︑
忘
年
会
シ
ー

ズ
ン
の
真
っ
只
中
で
す
︒
連
夜
の
宴
会

や
︑
と
も
す
る
と
場
合
に
よ
り
座
を
掛

け
持
ち
す
る
方
々
も
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
︒
▼
﹁
今
日
は
無
礼
講
︑
上
下
の
隔

て
は
な
い
﹂
と
宣
言
し
た
の
は
︑
鎌
倉

幕
府
の
討
幕
を
図
っ
た
後
醍
醐
天
皇
︒

衣
冠
も
付
け
ず
裸
形
同
然
で
行
わ
れ

た
無
礼
講
な
ど
名
ば
か
り
︑
そ
の
実
は

酒
肴
の
場
に
集
ま
っ
た
人
物
の
中
で
︑

信
ず
る
に
値
す
る
忠
義
者
は
誰
か
を

探
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒
▼
片
や
落

語
の
﹃
八
五
郎
出
世
﹄
で
は
︑
長
屋
の

側
を
通
り
か
か
っ
た
大
名
・
赤
井
御
門

守
が
偶
然
目
に
留
ま
っ
た
お
鶴
に
一
目

惚
れ
し
側
室
に
︒
そ
れ
に
伴
い
大
金
を

手
に
し
た
実
兄
・
八
五
郎
は
︑
そ
の
金

を
散
財
す
る
も
御
門
守
の
命
に
よ
り
登

城
︒
無
礼
講
を
御
旗
に
さ
ん
ざ
酔
い
つ

ぶ
れ
る
も
︑
一
途
に
妹
の
お
鶴
の
幸
せ

を
願
う
姿
勢
を
殿
様
が
大
い
に
気
に
入

り
︑
侍
に
取
り
立
て
る
と
い
う
出
世
物

語
で
す
︒
５
代
目
古
今
亭
志
ん
生
の
十

八
番
の
演
目
で
す
︒
▼
目
立
っ
て
な
ん

ぼ
︑地
道
を
貫
き
な
ん
ぼ
︒何
事
も
程
々

が
よ
ろ
し
い
よ
う
で
す
！ 

（
山
崎
薫
）

こ
ち
ら
広
報
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講
演
で
佐
次
田
会
長
は
︑
戦
後
の
米

軍
統
治
下
か
ら
昭
和
47
年
の
本
土
復
帰

ま
で
の
沖
縄
県
の
苦
難
の
歴
史
な
ど
を

紹
介
し
な
が
ら
︑
活
況
を
呈
す
現
在
の

沖
縄
経
済
の
姿
な
ど
を
語
っ
た
︒
以
下
︑

講
演
要
旨
を
掲
載
す
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

12
月
14
日
︑﹁
公
益
社
団
法

人
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
女

性
部
会
﹂
を
設
立
し
た
︒
全

国
20
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
女
性
経
営
者
組
織
代
表

が
集
ま
り
︑
第
１
回
代
表
者

協
議
会
を
開
催
し
︑
全
ト
協

女
性
活
躍
担
当
副
会
長
の
嶋

田
康
子
副
会
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
︑
①
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
女
性
部
会
規
約
に
つ
い

て
︑
②
役
員
の
選
任
に
つ
い

て
③
女
性
部
会
の
活
動
に
つ

い
て
︱
︱
等
が
審
議
さ
れ
︑

原
玲
子
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
女
性
部
本
部
長
を
初
代
部

会
長
に
選
出
し
た
︒

　

協
議
会
終
了
後
に
は
︑
全

国
の
女
性
部
会
員
等
１
２
０

人
が
出
席
し
て
設
立
パ
ー
テ

ィ
を
開
催
︒
冒
頭
︑
坂
本
克

己
全
ト
協
会
長
は
︑﹁
女
性

部
会
発
足
は
ま
こ
と
に
喜
ば

し
い
︒
こ
れ
か
ら
は
現
場
の

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
︑
そ
し
て

女
性
経
営
者
が
ま
す
ま
す
活

躍
す
る
時
代
︒
女
性
は
︑
マ

ー
ケ
ッ
ト
動

向
や
ニ
ー
ズ

を
感
じ
と
る

繊
細
な
感
性

や
能
力
に
長

け
て
お
り
︑

こ
う
し
た
女
性
の
意
見
や
要

望
を
積
極
的
に
ト
ラ
ッ
ク
協

会
運
営
に
活
か
し
︑
ま
た
︑

必
要
と
あ
れ
ば
政
策
や
制
度

面
で
支
援
も
し
て
い
く
︒
女

性
経
営
者
の
持
ち
味
を
活
か

し
て
︑
男
女
関
係
な
く
働
き

や
す
い
新
し
い
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
将
来
の
た
め
︑
力

を
発
揮
し
て
ほ
し
い
﹂
と
設

立
を
祝
っ
た
︒
ま
た
︑
初
代

部
会
長
と
な
っ
た
原
部
会
長

は
︑﹁
今
日
を
心
待
ち
に
し

て
い
た
︒
人
材
不
足
が
深
刻

化
す
る
中
︑
女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
は
３
％
に
も
満
た
な
い
状

況
︒
女
性
が
安
心
・
安
全
に

働
け
る
業
界
に
す
る
た
め
︑

女
性
経
営
者
の
力
を
結
集
し

て
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で

提
言
を
し
︑
実
行
に
移
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
︒
女
性
部

会
を
通
じ
女
性
経
営
者
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も

に
︑
全
国
各
地
の
現
状
と
課

題
を
把
握
し
︑
情
報
共
有
も

進
め
た
い
﹂と
あ
い
さ
つ
し
た
︒

観
光
の
飛
躍
的
発
展
に
よ
り

活
性
化
す
る
沖
縄
経
済

　

現
在
︑
沖
縄
県
は
未
曽
有

の
好
景
気
で
す
︒
昭
和
50
年

の
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開

催
以
降
︑
沖
縄
は
観
光
地
と

し
て
定
着
し
始
め
ま
し
た

が
︑
52
年
以
降
の
航
空
会
社

に
よ
る
本
格
的
な
沖
縄
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
開
始
が
︑
第
１

次
観
光
ブ
ー
ム
を
も
た
ら
し

た
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
︒

そ
れ
以
降
︑
第
２
次
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
（
54
年
）
な
ど
の

影
響
も
あ
り
︑
あ
ま
り
客
足

は
伸
び
ま
せ
ん
で
し
た
︒

　

し
か
し
そ
の
中
で
︑
新
た

な
観
光
ブ
ー
ム
の
機
運
と
な

っ
た
の
が
︑
プ
ロ
野
球
の
春

季
キ
ャ
ン
プ
で
す
︒
沖
縄
で

古
く
か
ら
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て

い
る
の
は
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ
︒53
年
か
ら
投
手
陣
が
︑

56
年
か
ら
は
全
体
で
名
護
キ

ャ
ン
プ
を
開
始
︒
57
年
に
は

広
島
東
洋
カ
ー
プ
が
沖
縄
キ

ャ
ン
プ
を
開
始
し
ま
し
た
︒

　

59
年
に
古
葉
竹
識
監
督
率

い
る
﹁
赤
ヘ
ル
軍
団
﹂
が
３

度
目
の
日
本
一
に
な
っ
た
頃

か
ら
︑
少
し
ず
つ
ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス
で
沖
縄
キ
ャ
ン
プ
の

様
子
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
︒

　

一
方
︑
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
キ

ャ
ン
プ
が
大
き
な
注
目
を
浴

び
始
め
た
き
っ
か
け
は
︑
平

成
16
年
︑
新
庄
剛
志
選
手
の

加
入
で
す
︒
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

が
キ
ャ
ン
プ
を
張
る
名
護
市

は
そ
れ
ま
で
不
景
気
に
悩
ん

で
い
ま
し
た
が
︑
新
庄
選
手

以
降
も
︑
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
有

選
手
︑
斎
藤
佑
樹
選
手
や
大

谷
翔
平
選
手
と
い
っ
た
人
気

選
手
が
続
々
と
加
入
し
︑
キ

ャ
ン
プ
の
盛
り
上
が
り
に
よ
っ

て
街
が
活
気
づ
き
︑
経
済
も

活
性
化
し
ま
し
た
︒
２
月
・

３
月
に
な
る
と
︑
名
護
市
の

あ
る
沖
縄
県
北
部
の
道
路

は
︑
観
光
客
の
車
で
大
混
雑

し
ま
す
︒

　

プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
以
外
に

も
︑
Ｊ
リ
ー
グ
や
陸
上
競
技

な
ど
国
内
の
チ
ー
ム
を
は
じ

め
︑
韓
国
の
サ
ッ
カ
ー
・
野

球
の
チ
ー
ム
や
︑
中
国
の
サ

ッ
カ
ー
チ
ー
ム
な
ど
︑
沖
縄

で
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
海
外
の

チ
ー
ム
も
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
︒

深
刻
化
す
る

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

　

沖
縄
で
は
今
︑
観
光
客
数

が
伸
び
に
伸
び
て
い
ま
す
︒

昨
年
度
は
︑
約
２
１
３
万
人

の
外
国
人
観
光
客
が
訪
れ
ま

し
た
︒
昨
年
の
訪
日
外
国
人

数
が
約
２
４
０
４
万
人
で
す

か
ら
︑
日
本
を
訪
れ
る
外
国

人
観
光
客
の
９
％
近
く
が
沖

縄
を
訪
れ
て
い
る
状
況
で
す
︒

　

昨
年
度
は
︑
総
数
で
約
８

７
７
万
人
の
観
光
客
が
沖
縄

県
を
訪
れ
︑
観
光
バ
ス
も
タ

ク
シ
ー
も
フ
ル
稼
働
で
す
︒

県
で
は
︑
今
年
度
の
観
光
客

数
目
標
を
９
５
０
万
人
に
設

定
し
て
い
ま
す
が
︑
今
年
度

は
つ
い
に
１
０
０
０
万
人
を
突

破
す
る
の
で
は
な
い
か
と
期

待
し
て
い
ま
す
︒

　

沖
縄
県
の
自
動
車
保
有
台

数
は
約
１
１
３
万
台
を
数
え

ま
す
︒
近
年
の
沖
縄
に
お
け

る
自
動
車
台
数
の
特
色
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
︑
レ
ン

タ
カ
ー
台
数
の
増
加
で
す
︒

観
光
客
の
増
加
に
伴
い
︑
平

成
28
年
度
の
レ
ン
タ
カ
ー
の

車
両
台
数
は
３
万
４
９
１
４

台
（
前
年
度
比
３
６
４
３
台

増
）︑
事
業
者
数
は
６
２
０
者

（
前
年
度
比
55
者
増
）
と
︑

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
︒
車

両
台
数
も
︑
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン

に
は
︑
全
国
各
地
か
ら
沖
縄

県
内
に
レ
ン
タ
カ
ー
が
集
め

ら
れ
る
た
め
︑
さ
ら
に
台
数

が
増
え
ま
す
︒
観
光
客
増
加

に
よ
る
経
済
効
果
は
︑
こ
う

し
た
車
両
数
に
も
表
れ
て
い

ま
す
︒

　

ま
た
︑﹁
全
国
で
沖
縄
県

に
だ
け
な
い
も
の
﹂
の
ひ
と

つ
が
﹁
セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
﹂

で
し
た
が
︑
今
年
６
月
︑
２

０
１
９
年
に
沖
縄
へ
第
１
号

店
を
出
店
す
る
こ
と
が
発
表

さ
れ
︑
雇
用
の
創
出
や
経
済

の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
︒

　

沖
縄
県
の
有
効
求
人
倍
率

は
昨
年
度
︑
本
土
復
帰
後
初

め
て
平
均
値
が
１
・
０
倍
に

達
し
ま
し
た
︒
以
降
︑
今
年

度
も
１
・
０
倍
以
上
を
キ
ー

プ
し
て
い
ま
す
が
︑
本
島
と

離
島
で
の
格
差
は
依
然
大
き

い
の
が
現
状
で
す
︒

　

ま
た
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
を
志

望
す
る
人
が
職
種
を
選
ぶ
場

合
︑
こ
こ
に
も
観
光
県
で
あ

る
沖
縄
の
状
況
が
反
映
さ
れ

ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

進
む
港
湾
・
道
路
整
備
が

観
光
・
物
流
振
興
を
後
押
し

　

那
覇
港
に
は
毎
日
の
よ
う

に
海
外
か
ら
ク
ル
ー
ズ
船
が

寄
港
し
︑
今
年
度
は
５
２
８

回
の
寄
港
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
︒
接
岸
バ
ー
ス
が
不
足

し
て
い
る
た
め
︑
石
垣
島
や

本
部
港
に
新
岸
壁
が
で
き
る

予
定
で
︑
今
後
も
さ
ら
に
ク

ル
ー
ズ
船
の
寄
港
数
の
増
加

が
予
想
さ
れ
ま
す
︒

　

来
年
︑﹁
沖
縄
西
海
岸
道

路　

一
般
国
道
58
号
浦
添
北

道
路
﹂
と
﹁
那
覇
港
浦
添
ふ

頭
地
区
臨
港
道
路
浦
添
線
﹂

が
開
通
予
定
で
︑
那
覇
港
の

ー
は
︑
暑
い
中
配
達
を
し
︑

時
に
荷
主
に
叱
咤
さ
れ
ま
す

が
︑
観
光
バ
ス
の
ド
ラ
イ
バ

ー
は
︑
ど
こ
へ
行
っ
て
も
乗
客

に
感
謝
さ
れ
ま
す
︒
そ
の
た

め
︑
若
く
て
い
い
ド
ラ
イ
バ

ー
は
︑
バ
ス
業
界
を
選
ん
で

し
ま
い
ま
す
︒
さ
ら
に
︑
沖

縄
県
が
バ
ス
協
会
に
対
し
て

大
型
二
種
免
許
取
得
へ
の
助

成
を
行
う
な
ど
︑
バ
ス
ド
ラ

イ
バ
ー
の
条
件
が
よ
く
な
っ

て
い
く
中
で
︑
ま
す
ま
す
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保

は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
︒

物
流
機
能
の
強
化
や
︑
空
港

・
港
湾
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上

に
よ
る
︑
観
光
振
興
へ
の
貢

献
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

こ
れ
ら
が
開
通
す
れ
ば
︑

那
覇
空
港
か
ら
車
で
15
分

で
︑
浦
添
市
・
宜
野
湾
市
の

美
し
い
ビ
ー
チ
や
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

よ
う
に
な
り
︑
再
来
年
度
に

は
大
型
商
業
施
設
も
開
業
予

定
と
︑
さ
ら
な
る
観
光
客
の

増
加
が
見
込
め
ま
す
︒
皆
様

も
ぜ
ひ
︑﹁
遠
く
の
ハ
ワ
イ
﹂

よ
り
も
︑﹁
近
く
の
沖
縄
﹂
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
︒

女性部会が発足
全国から８１３人が部会員として参画

全
ト
協

全
国
20
協
会
の
女
性
組
織
で
ス
タ
ー
ト

初
代
部
会
長
に
原
玲
子
氏

都道府県トラック協会	女性組織代表者名簿
ブロック 協会名 経営者組織名称 代表者名 役職

北海道 北海道 （公社）北海道トラック協会 女性部連絡協議会 埀石　勝美 会　長

東　北
宮　城 （公社）宮城県トラック協会 女性部会 ○ 高田登志江 部会長
山　形 （公社）山形県トラック協会 女性部会 五十嵐とし子 部会長
福　島 （公社）福島県トラック協会 女性部会 永山　　忍 部会長

関　東
千　葉 （一社）千葉県トラック協会 女子部会 柳澤　照美 部会長
東　京 （一社）東京都トラック協会 女性部 ◎ 原　　玲子 本部長
山　梨 （一社）山梨県トラック協会 女性部会 藤本　泰子 部会長

中　部
福　井 福井県トラック協会 女性部会睦実会 伊藤　京子 会　長
静　岡 静岡県トラック協会 女性部会 大岡　正枝 部会長
愛　知 （一社）愛知県トラック協会 女性部会 ○ 竹市　五倫 部会長

近　畿

滋　賀 滋賀県トラック協会 滋賀県トラック
女子部会 平川　千波 部会長

京　都 （一社）京都府トラック協会 女性部会（女性経
営者サツキ懇話会） 室戸　礼子 会　長

大　阪 （一社）大阪府トラック協会 女性経営者懇話会 ○ 下村　昌子 会　長

兵　庫 （一社）兵庫県トラック協会 女性経営者部会
（天狼会） 櫻井　典子 会　長

奈　良 奈良県トラック協会 女性部会 川端　章代 部会長

四　国
香　川 香川県トラック協会 女性部会 岡　佐智代 部会長
愛　媛 愛媛県トラック協会 女性協議会 ○ 柴田　智恵 会　長

九　州

福　岡 福岡県トラック協会 女性協議会 大島　　環 会　長

熊　本 （公社）熊本県トラック協会 女性部会
（肥後六花会） 竹下　由美 部会長

宮　崎 宮崎県トラック協会 女性部会 竹之内清子 部会長
※◎部会長、○副部会長

整備実習用トラックを高等学校へ寄贈全ト協青年部会

香川県立坂出工業高等学校
機械科

（12月15日・香川県坂出市）

沖縄県立美来工科高等学校
自動車工学科

（12月5日・沖縄県沖縄市）

東京都立六郷工科高等学校
オートモビル工学科

（11月30日・東京都大田区）

　全日本トラック協会青年部会（山本明徹部会長）は、
平成 27 年度から社会貢献活動の一環として整備実習用
トラックを高等学校等へ寄贈している。今年度も、自動車
教育課程を有する高等学校で組織されている全国自動
車教育研究会（全自研）を通じて希望のあった、東京
都立六郷工科高等学校オートモビル工学科（11月30日
・東京都大田区、佐々木哲校長）、沖縄県立美来工科

高等学校自動車工学科（12月5日・沖縄県沖縄市、宮
城淳校長）、香川県立坂出工業高等学校機械科（12
月15日・香川県坂出市、谷岡敏大校長）の 3校に青
年部会各ブロック大会会場などで集めた募金を原資に、
中古トラックを購入し寄贈した。各高校で行われた寄贈式
には、各ブロック代表、車両を提供した企業らが出席し、
各高校の校長先生らにレプリカキーを手渡した。

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
会
議　

講
演
要
旨
（
１
面
に
関
連
）

（
公
社
）沖
縄
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

佐さ

じ

た

次
田  

朗あ
き
ら 

会
長

沖
縄
県
の
観
光
・
自
動
車
運
送
業
の
現
在

全国の女性経営者組織の代表が勢ぞろいし、設立パーティを開催（12月14日、東京・第一ホテル東京）

佐次田朗�沖縄県ト協会長

原玲子部会長


